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＜河川整備基本方針の変更に関する審議の流れ＞

①流域の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・土地利用の変遷、まちづくりの動向、近年の降雨量、流量の状況
・これまでの主要洪水と主な治水対策等

②基本高水のピーク流量の検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・流出計算のモデルの構築、気候変動を踏まえた基本高水の設定等

③計画高水流量の検討・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・治水・環境・利用を踏まえた河道配分の検討、洪水調節施設等の検討 等

④集水域・氾濫域における治水対策・・・・・・・・・・・・・・・・・

⑤河川環境・河川利用についての検討・・・・・・・・・・・・・・・・
・河川環境の整備と保全等

⑥総合的な土砂管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・ダム、河道、河口、海岸領域の土砂堆積状況等

⑦流域治水の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

前回審議事項

前回審議事項

北上川水系・鳴瀬川水系

今回審議事項【P.2～P.28】

今回審議事項【P.39～P.63】

今回審議事項【P.64～P.69】

今回審議事項【P.29～P.38】

今回審議事項【P.70～P.79】



③計画高水流量の検討
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○ 北上川水系では、明治43年洪水を契機に宮城県側を対象とした当初治水計画を明治44年に策定し、本
格的な洪水対策工事を開始。その後、既往最大となる昭和22年洪水（カスリン台風）、昭和23年洪水
（アイオン台風）を契機として昭和24年に計画を変更。昭和28年には国土保全・資源開発等を目的と
した北上特定地域総合開発計画（KVA事業）が策定され、ダム群や堤防等の整備を進め治水安全度を
向上させてきた。

○ 気候変動による降雨量の増加に対応するため、河川整備のみならず、流域治水の観点を踏まえ、既設
ダムのさらなる有効活用や、流域全体を俯瞰した貯留・遊水機能の確保について幅広く検討を行った。

○ 北上川本川の基準地点明治橋では、河道特性や観光資源となる河川空間・環境の確保などを踏まえ、
現行方針の河道配分流量3,100m3/sを踏襲する。

○ 基準地点狐禅寺の上流においては、下流区間への流量負担軽減のため、五大ダムや狭窄部で堰上げし
た流水を貯留する一関遊水地の整備を進めてきている。狭窄部を拡げることは下流の市街地部等のリ
スクの増大に繋がることから、河道配分流量を現行方針の8,500m3/sから増加することは適切ではな
いことを確認した。

○ 旧北上川における基準地点和渕では、石巻中心市街地部を貫流する区間で左右岸に家屋等が密集して
いることや道路橋の架け替えが伴うことから、社会的影響が大きく引堤が困難である。また、現行方
針の河道配分流量以上の河道掘削は、感潮区間のため効果が見込めず、河道配分流量を現行方針の
2,500m3/sから増大させることは困難であることを確認した。

○ 以上から、基準地点明治橋においては基本高水のピーク流量6,700m3/sのうち、流域内の洪水調節施
設等により3,600m3/sを調節して、河道への配分流量を3,100m3/s、基準地点狐禅寺においては基本高
水のピーク流量15,700m3/sのうち、流域内の洪水調節施設等により7,200m3/sを調節して、河道への配
分流量を8,500m3/sとする。また、旧北上川の基準地点和渕においては基本高水のピーク流量
4,400m3/sのうち、流域内の洪水調節施設等により1,900m3/sを調節して、河道への配分流量を
2,500m3/sとする。

③計画高水流量の検討 ポイント
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北上川水系・鳴瀬川水系



河道と貯留・遊水機能確保による流量配分の考え方
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○計画高水流量（河道配分流量、洪水調節流量）は、流域治水の視点を踏まえ、流域全体を俯瞰した貯留・遊水機能の確保など幅広く検討を実施すると
ともに、河道配分流量の増大の可能性や技術的な実現可能性、地域社会への影響等を総合的に勘案した上で設定。

計画高水の検討にあたっては、流域を以下の4つに区

分し、既設ダムの有効活用や新たな洪水調節施設の可

能性、貯留・遊水機能の確保の可能性を検討する。

【北上川上流域】

基準地点明治橋より上流の区間

【北上川中流域】

基準地点狐禅寺から基準地点明治橋の区間

【北上川下流域】

北上川河口から基準地点狐禅寺の区間

【旧北上川流域】

旧北上川及び江合川の区間

北上川水系・鳴瀬川水系

【中流域】

• 既存ダムの洪水調節機能の最大限の
活用等の可能性を検討。

• 本・支川も含めて、貯留・遊水機能
の確保の可能性を検討。

• 地域社会への影響や河川環境・河川
利用への影響等を踏まえて河道配分

流量の増大の可能性を検討。

【旧北上川流域】

• 既存ダムの洪水調節機能の最大限の
活用等の可能性を検討。

• 本・支川も含めて、貯留・遊水機能
の確保の可能性を検討。

• 地域社会への影響や河川環境・河川
利用への影響等を踏まえて河道配分

流量の増大の可能性を検討。

【上流域】

• 既存ダムの洪水調節機能の最大限の
活用等の可能性を検討。

• 本・支川も含めて、貯留・遊水機能
の確保の可能性を検討。

• 地域社会への影響や河川環境・河川
利用への影響等を踏まえて河道配分

流量の増大の可能性を検討。

【下流域】

• 地域社会への影響や河川環境・河川
利用への影響等を踏まえて河道配分

流量の増大の可能性を検討。

■明治橋

北上川
↓

上流域

中流域

下流域

旧北上川流域

■狐禅寺

■和渕
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河床方向は既設構造物へ
の影響を考慮

○北上川本川における基準地点明治橋及び主要な地点館坂橋の河道配分流量増大の可能性を検討した。

○両区間は、岩手県の県都 盛岡市街地に位置し、流下能力が最も不足する188k～189k付近は、沿川の左右岸に家屋等が密集しており、JR山田線北上
川橋梁を含めた多数の橋梁の架け替えも伴うため、引堤は困難である。

○また、現行方針の河道配分流量以上の河道掘削は、多くの橋梁の根入れに影響を与えることに加え、三川合流部における水位上昇のおそれがある
ことから困難である。

○以上のことから、基準地点明治橋及び主要な地点館坂橋については、現行方針の河道配分流量から増加することが困難であることを確認した。

北上川水系・鳴瀬川水系
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河道配分流量増大の可能性（北上川：狐禅寺）
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○北上川本川における基準地点狐禅寺の河道配分流量増大の可能性を検討した。

○当該区間は、一関遊水地の直下流に位置し、更に下流は県境を挟む狭窄部となっている。五大ダムや狭窄部で堰上げした流水を貯留する一関遊水地
の整備を進めてきており、狭窄部を拡げることは下流の市街地部等のリスクの増大に繋がることから、河道配分流量を8,500m³/sから増加することは
適切ではないことを確認した。
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河道配分流量増大の可能性（旧北上川：和渕）
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○旧北上川における基準地点和渕の河道配分流量増大の可能性を検討した。

○流下能力が最も不足する河口～8k付近は、石巻中心市街地部を貫流する区間で左右岸に家屋等が密集していることや道路橋の架け替えが伴うことか
ら、引堤については社会的影響が大きく困難である。

○また、現行方針の河道配分流量以上の河道掘削は、感潮区間であり効果が見込めないことから困難である。

○以上のことから、基準地点和渕の河道配分流量を現行方針の2,500m3/sから増大させることは困難であることを確認した。
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洪水調節施設等 既存ダムの概要と治水協定
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基準
雨量

洪水調節
可能容量

洪水調節
容量

有効
貯水容量

総
貯水容量

集水
面積

ダム管理者
（所有者）

形式目的名称№

(mm)（千m3）(×10m3)（千m3）（千m3）（km2）

1541,09033,90035,50047,1001,196.0国土交通省重力式コンクリート+アース複合ＦＰ四十四田ダム1

19317,33084,500101,800146,500740.0国土交通省重力式コンクリートＦＡＰ田瀬ダム2

10013,99977,81093,710114,160583.0国土交通省アーチ・重力式コンクリートＦＡＰ湯田ダム3

1464,62840,00045,00065,000635.0国土交通省中央ｺｱ型ﾛｯｸﾌｨﾙ＋ｺﾝｸﾘｰﾄ重力式複合ＦＮＩＰ御所ダム4

1644,40651,000132,000143,000185.0国土交通省ロックフィルＦＮＡＷＰ胆沢ダム5

1011,21011,70016,70019,100117.2岩手県重力式コンクリートＦＮＷＰ簗川ダム6

15809209201,03029.6岩手県重力式コンクリートＦ遠野ダム7

833,15811,10013,30015,00083.0岩手県重力式コンクリートＦＮＷ綱取ダム8

1451,1644,50013,90015,40038.0岩手県重力式コンクリートＦＮＡＷＩＰ入畑ダム9

849069,70015,75017,25075.1岩手県重力式コンクリートＦＮＷＩＰ早池峰ダム10

1585218122124833.5岩手県重力式コンクリートＦＮ遠野第二ダム11

9685203,2153,75132.7東北電力重力式コンクリートＰ外山ダム12

1052,26601,5804,050725.0東北自然ｴﾈﾙｷﾞｰ重力式ｺﾝｸﾘｰﾄ＋ﾛｯｸﾌｨﾙ複合ＡＰ石羽根ダム13

836,530046,30065,60048.6岩手県傾斜コア型ロックフィルＡＰ岩洞ダム14

1141,59001,7331,79314.8岩手県重力式コンクリートＦＡ鶯宿ダム15

11499409949947.5岩手県重力式コンクリートＦ外桝沢ダム16

1141,86901,8691,86914.1岩手県重力式コンクリートＦレン滝ダム17

114757075792715.1岩手県ゾーン型ロックフィルＦ矢櫃ダム18

7812,360037,60038,40037.7農林水産省中央遮水ゾーン型ロックフィルＡ山王海ダム19

741,06804,6505,00022.5農林水産省中央遮水ゾーン型ロックフィルＡ葛丸ダム20

916,450023,25723,35660.0農林水産省重力式コンクリートＡ豊沢ダム21

2102,37002,6202,97029.0岩手県アースフィルＦＡ衣川1号ダム22

2101,89001,8902,36039.0岩手県重力式ｺﾝｸﾘｰﾄ+ﾛｯｸﾌｨﾙ複合Ｆ衣川2号ダム23

2101,60001,6001,79015.4岩手県中心コア型ロックフィルＦ衣川3号ダム24

21044004405703.9岩手県中心遮水ゾーン型ロックフィルＦ衣川4号ダム25

21022002522832.6岩手県アースフィルＦＡ衣川5号ダム26

9620001,1001,1602.0岩手県中央コア型ロックフィルＡ金越沢ダム27

7791001,2801,41010.8農林水産省均一型アースフィルＦＡ煙山ダム28

9645901,6001,7705.6農林水産省中央遮水ゾーン型ロックフィルＡ相川ダム29

969702202601.3農林水産省重力式コンクリートＡ千松ダム30

北上川水系（岩手県側）で治水協定を締結したダム諸元

○ 北上川水系（岩手県側）の既設30ダムについて、既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用できるよう、事前放流の実施に関して、河川管理
者とダム管理者及び関係利水者において、令和2年5月に治水協定を締結した。

○ 事前放流により洪水を一時的に貯留することで、下流河川の水位を低減等できる可能性があるため、氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策の一
つとして、被害を軽減させる流域治水を推進していく。

北上川水系・鳴瀬川水系

四十四田ダム

御所ダム

田瀬ダム

湯田ダム

胆沢ダム



洪水調節施設等 既存ダムの概要と治水協定
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基準
雨量

洪水調節
可能容量

洪水調節
容量

有効
貯水容量

総
貯水容量

集水
面積ダム管理者

（所有者）
形式目的名称№

(mm)（千m3）(千m3)（千m3）（千m3）（km2）

1012,31020,00032,00036,600126.9宮城県重力式ｺﾝｸﾘｰﾄＦＮＷＰ花山ダム1

1042,9503,5009,0109,72023.4宮城県中央コア型ロックフィルＦＡ小田ダム2

1322,8703,23112,59413,21420.4宮城県中央コア型ロックフィルＦＡ荒砥沢ダム3

1391,6479,10312,75813,71553.0宮城県重力式コンクリートＦＡＰ栗駒ダム4

14013024,50030,60031,80016.0宮城県アースフィルダムＦＮＲ長沼ダム5

20212,96019,00035,00050,000210.1国土交通省アーチ式コンクリートＦＡＰ鳴子ダム6

1507002,1802,8803,0209.9宮城県ゾーン型フィルＦＮ化女沼ダム7

11029001,3701,5004.3小山田川沿岸土地改良区アースダムＡ菅生ダム8

11029001,1701,2101.3小山田川沿岸土地改良区アースダムＡ宿の沢ダム9

202772633404103.0宮城県アースフィルダムＦＷ上大沢ダム10

1401,930013,00013,48010.1宮城県重力式コンクリートＡ岩洞沢ダム11

北上川水系（宮城県側）で治水協定を締結したダム諸元

○ 北上川水系（宮城県側）の既設11ダムについて、既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用できるよう、事前放流の実施に関して、河川管理
者とダム管理者及び関係利水者において、令和2年5月に治水協定を締結した。

○ 事前放流により洪水を一時的に貯留することで、下流河川の水位を低減等できる可能性があるため、氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策の一
つとして、被害を軽減させる流域治水を推進していく。

＜荒砥沢ダム＞＜小田ダム＞ ＜栗駒ダム＞

＜鳴子ダム＞ ＜化女沼ダム＞＜長沼ダム＞ ＜上大沢ダム＞

＜花山ダム＞

北上川水系・鳴瀬川水系
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洪水調節施設等 事前放流の効果（北上川：明治橋）

10

○ 北上川水系(岩手県側)の治水協定に基づき、事前放流により確保可能な容量を活用した洪水調節について、過去の主要洪水波形を用い流量低減効果を
試算した。

○ 事前放流による基準地点明治橋での流量低減効果は約28m3/s～約430m3/sであり、将来的には降雨予測精度の向上が図られることを前提に、事前放流に
より確保可能な容量も考慮し、洪水調節を検討する。

北上川水系・鳴瀬川水系

3,726m3/s

3,296m3/s

3,722m3/s

3,641m3/s

①
事前放流なし

(m3/s)

②
事前放流あり

(m3/s)

①－②
事前放流効果量

(m3/s)
1 S22年9月洪水 3,726 3,296 430
2 S23年9月洪水 3,032 2,983 49
3 S33年9月洪水 3,722 3,641 81
5 S41年6月洪水 2,829 2,517 312
6 H2年9月洪水 2,707 2,401 306
7 H7年8月洪水 2,536 2,353 183
8 H14年7月洪水 3,845 3,684 161
9 H19年9月洪水 2,765 2,737 28
11 H29年8月洪水 2,514 2,466 48

No 洪水名

明治橋地点ピーク流量
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洪水調節施設等 事前放流の効果（北上川：狐禅寺）

11

北上川水系・鳴瀬川水系

○ 北上川水系(岩手県側)の治水協定に基づき、事前放流により確保可能な容量を活用した洪水調節について、過去の主要洪水波形を用い流量低減効果を
試算した。

○ 事前放流による基準地点狐禅寺での流量低減効果は約134m3/s～約577m3/sであり、将来的には降雨予測精度の向上が図られることを前提に、事前放流
により確保可能な容量も考慮し、洪水調節を検討する。

6,156m3/s
5,579m3/s

9,223m3/s

8,873m3/s

①
事前放流なし

(m3/s)

②
事前放流あり

(m3/s)

①－②
事前放流効果量

(m3/s)
1 S22年9月洪水 8,458 8,324 134
4 S54年8月洪水 6,133 5,993 140
5 S56年8月洪水 7,045 6,857 188
6 S62年8月洪水 8,049 7,514 535
7 S63年8月洪水 6,156 5,579 577
10 H10年8月洪水 7,180 6,899 281
11 H14年7月洪水 9,223 8,873 350

No 洪水名

狐禅寺地点ピーク流量
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洪水調節施設等 事前放流の効果（旧北上川：和渕）
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○北上川水系(宮城県側)の治水協定に基づき、鳴子ダム等の事前放流により確保可能な容量を活用した洪水調節について、過去の主要洪水波形を用い、
流量低減効果を試算した。

○事前放流による基準地点和渕での流量低減効果は約56m3/s～約207m3/sであり、将来的には降雨予測精度の向上が図られることを前提に、事前放流によ
り確保可能な容量も考慮し、洪水調節を検討する。

2,793m3/s

2,586m3/s

3,059m3/s
2,911m3/s

北上川水系・鳴瀬川水系

①

事前放流なし

(m
3
/s)

②

事前放流あり

(m
3
/s)

①－②

事前放流効果量

(m
3
/s)

1 S22年9月洪水 2,793 2,586 207

2 S23年9月洪水 3,059 2,911 148

3 S25年8月洪水 2,194 2,120 74

4 S61年8月洪水 2,174 2,018 156

5 H3年10月洪水 2,056 2,000 56

6 H10年8月洪水 2,063 1,993 70

7 H14年7月洪水 2,226 2,101 125

9 H27年9月洪水 2,936 2,823 113

No 洪水名

和渕地点ピーク流量



洪水調節量の設定 貯留・遊水機能の確保の検討

13

○ 北上川においては、基準地点上流において既存ダムの操作ルールの変更など既存施設の有効活用や、新たな貯留・遊水機能の確保の検討
により、基準地点明治橋における基本高水のピーク流量6,700m3/sの内、3,600m3/sの洪水調節を行い、河道への配分流量を3,100m3/sまで
低減、また、基準地点狐禅寺における基本高水のピーク流量15,700m3/sの内、7,200m3/sの洪水調節を行い、河道への配分流量を8,500m3/s
まで低減が可能であることを確認。

○ 旧北上川においては、基準地点上流において既存ダムの操作ルールの変更など既存施設の有効活用や、新たな貯留・遊水機能の確保の検
討により､基準地点和渕における基本高水のピーク流量4,400m3/sの内、1,900m3/sの洪水調節を行い、河道への配分流量を2,500m3/sまで低
減が可能であることを確認。

基準地点狐禅寺上流において
貯留・遊水機能の確保の検討

基準地点明治橋上流において
貯留・遊水機能の確保の検討

基準地点和渕上流において
貯留・遊水機能の確保の検討

■狐禅寺

■和渕

北上川水系・鳴瀬川水系

北上川
↓

北上川
↓

明治橋■



河道と洪水調節施設等の配分流量

洪水調節施設等による調節流量については、流域の土地利用や雨水の貯
留・保水遊水機能の今後の具体的な取組状況を踏まえ、基準地点のみなら
ず流域全体の治水安全度向上のため、具体的な施設計画等を今後検討して
いく。

河川整備基本方針の計画流量配分図
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洪水調節施設等
による調節流量
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基本高水の
ピーク流量
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8,5005,10013,600狐禅寺
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による調節流量
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基本高水の
ピーク流量
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基準点

3,1003,6006,700明治橋

8,5007,20015,700狐禅寺

明治橋■

【現行】 【変更（案）】

河道と洪水調節施設等の配分流量図 変更（案）
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○北上川の基準地点明治橋では、気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水のピーク流量6,700m3/sを、洪水調節施設等により
調節し、河道への配分流量を3,100m3/sとする。主要な地点における河道への配分流量は、館坂橋900m3/sとする。

○北上川の基準地点狐禅寺では、気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水のピーク流量15,700m3/sを、洪水調節施設等により
調節し、河道への配分流量を8,500m3/sとする。主要な地点における河道への配分流量は、男山8,200m3/s、登米及び河口9,200m3/sとする。

北上川水系・鳴瀬川水系

8,500
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一関遊水地
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河道と洪水調節施設等の配分流量図 変更（案）
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○ 旧北上川の基準地点和渕では、気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した基本高水のピーク流量4,400m3/sを、洪水調節施設等により調節し、
河道への配分流量を2,500m3/sとする。主要な地点における河道への配分流量は、河口2,500m3/sとする。

河道と洪水調節施設等の配分流量

洪水調節施設等による調節流量については、流域の土地利用や雨水の貯
留・保水遊水機能の今後の具体的な取組状況を踏まえ、基準地点のみなら
ず流域全体の治水安全度向上のため、具体的な施設計画等を今後検討して
いく。

河川整備基本方針の計画流量配分図
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【現行】 【変更（案）】

北上川水系・鳴瀬川水系
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■IPCCのレポートでは、2100年までの平均海面水位の予測上昇範囲は、RCP2.6(2℃
上昇に相当)で0.29-0.59m、RCP8.5(4℃上昇に相当）で0.61-1.10mとされている。
■2℃上昇シナリオの気候変動による水位上昇の平均値は0.43mとされている。

【気候変動による海面上昇について（IPCCの試算）】 1986～2005年に対する2100年
における平均海面水位の予測上昇量範囲（m）

シナリオ

SROCC
第五次評価
報告書

0.29-0.590.26-0.55RCP2.6

0.61-1.100.45-0.82RCP8.5

【北上川及び旧北上川における海面水位上昇が出発水位に与える影響】

［北上川］
■朔望平均満潮位による出発水位（気候変動による海面上昇考慮）を試算した。
1.朔望平均満潮位+密度差 ：T.P.+0.703m+0.226m=T.P.+0.929m
2.気候変動による海面水位上昇量 ：0.43m(RCP2.6シナリオの平均値)
3.上記の1+2 ：T.P.+1.359m
■現行の出発水位（既往洪水の最高水位から設定）T.P.+1.526mに対して17cm程度
低い値となっている。

［旧北上川］
■朔望平均満潮位による出発水位（気候変動による海面上昇考慮）を試算した。
1.朔望平均満潮位+最大偏差※+密度差：T.P.+0.703m+0.440m+0.185m=T.P.+1.328m
2.気候変動による海面水位上昇量 ：0.43m(RCP2.6シナリオの平均値)
3.上記の1+2 ：T.P.+1.758m
■現行の出発水位（既往洪水の最高水位から設定）T.P.+1.822mに対して7cm程度低
い値となっている。
※北上川では洪水と高潮が同時生起する可能性が低いため偏差は考慮していない。一方、旧北上川では過
去に同時生起が確認されていることから、洪水ピーク時に発生した最大偏差を考慮している。

○気候変動の影響により、仮に海面水位が上昇したとしても、手戻りのない河川整備の観点から、河道に配分した計画高水流量を河川整備によりH.W.L.
以下で流下可能かどうかを確認。
○北上川及び旧北上川では、河道の流下能力評価の算出条件として、それぞれ月浜観測所、湊観測所(昭和24年に廃止)の最高水位から河口の出発水位を
設定しているが、仮に海面水位が上昇（2℃上昇シナリオの平均値43cm）した場合の潮位より算出した出発水位は、観測最大水位よりも北上川では
17cm程度、旧北上川では7cm程度低く、計画高水流量をH.W.L.以下で流下可能であることを確認。
○今後、海岸管理者が策定する海岸保全基本計画と整合を図りながら、河川整備計画等に基づき対応していく。

旧北上川北上川出発水位の考え方（海面上昇の影響）

T.P.+1.822mT.P.+1.526m①既往洪水の痕跡最高水位から設定した場合（現行計画）

T.P.+1.758mT.P.+1.359m②潮位と気候変動による海面水位上昇量に基づいて設定した場合

①既往洪水の痕跡水位
T.P.+1.526m

T.P.+1.359m
②潮位に基づいて設定した
場合の出発水位

気候変動を考慮した河口出発水位設定について 北上川水系・鳴瀬川水系

北上川

旧北上川

①既往洪水の痕跡水位
T.P.+1.822m

T.P.+1.758m
②潮位に基づいて設定した
場合の出発水位

16
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③ 計画高水流量の検討ポイント

○ 鳴瀬川水系では、大正10年から直轄改修事業に着手し、昭和61年8月洪水を契機とした激甚災害対策
特別緊急事業（昭和61年～平成2年）や、平成27年関東・東北豪雨を契機とした鳴瀬川床上浸水対策
特別緊急事業（平成29年～令和4年）、令和元年東日本台風を契機とした大規模災害関連事業（令和
元～）を実施してきた。また、鳴瀬川上流部では、鳴瀬川総合開発事業による鳴瀬川ダムの新設及び
既設漆沢ダムの再開発を進めている。

○ 気候変動による降雨量の増加に対応するため、河川整備のみならず、流域治水の観点を踏まえ、既設
ダムのさらなる有効活用や流域全体を俯瞰した貯留・遊水機能の確保について幅広く検討を行った。

○ 鳴瀬川の基準地点三本木では、河道掘削により河積を確保するためには、多くの橋梁の橋脚補強が必
要となり困難である。また、左右岸ともに市街地が形成されており、川幅を拡幅するための引堤は地
域社会への影響が大きいことから、河道配分流量を現行方針の3,300m3/sから増加することは困難で
あることを確認した。

○ 吉田川の基準地点落合では、高水敷の掘削幅は堤防防護ラインまで、低水路部の掘削は橋脚基礎の根
入れ等、既設構造物に影響が無い範囲までで掘削断面を設定することに加え、背割堤の堤防法線の改
良の可能性を検討したことで、河道配分流量を1,700m3/sまで増加させることが可能であることを確
認した。

○ 以上から、基準地点三本木地点においては基本高水のピーク流量4,800m3/sのうち、流域内の洪水調
節施設等により1,500m3/sを調節して、河道への配分流量を3,300m3/sとする。また、基準地点落合地
点においては、基本高水のピーク流量2,500m3/sのうち、流域内の洪水調節施設等により800m3/sを調
節して、河道への配分流量を1,700m3/sとする。

北上川水系・鳴瀬川水系



加美町

鳴瀬川ダム

漆沢ダム

色麻町

大衡村

大和町

南川ダム

宮床ダム

富谷市

大里町

東松島市

美里町

大崎市

二ツ石ダム

牛野ダム嘉太神ダムため池

鳴瀬川

鳴瀬川

吉田川

吉田川

三本木

落合
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河道と貯留・遊水機能確保による流量配分の考え方

凡例

基準地点

既設ダム

建設中ダム

鳴瀬川水系流域

北上川水系・鳴瀬川水系

○計画高水流量（河道配分流量、洪水調節流量）は、流域治水の視点を踏まえ、流域全体を俯瞰した貯留・遊水機能の確保など幅広く検討を実施すると
ともに、河道配分流量の増大の可能性や技術的な実現可能性、地域社会への影響等を総合的に勘案した上で設定。

計画高水の検討にあたっては、流域を以下の3つに区分し、既設ダムの有効活用や新た
な洪水調節施設の可能性、貯留・遊水機能の確保の可能性を検討する。

【上流域】 基準地点三本木、落合より上流の区間

【鳴瀬川中・下流域】鳴瀬川河口から基準地点三本木の区間

【吉田川中・下流域】鳴瀬川河口から基準地点落合の区間

【上流域】
• 既存ダムの洪水調節機能の最大限の活用等の可能性を検討
• 本川・支川も含め、貯留・遊水機能の確保の可能性を検討

【鳴瀬川中・下流域】
• 地域社会への影響や河川環境・河川利用
への影響等を踏まえ、河道配分流量の増
大の可能性を検討

【吉田川中・下流域】
• 地域社会への影響や河川環境・河川利用
への影響等を踏まえ、河道配分流量の増
大の可能性を検討

• 本川・支川を含め、貯留・遊水機能の確
保の可能性を検討

花川ダム

孫沢ダム



吉田川

■三本木

●野蒜

善
川

■落合

●野田橋

竹
林
川

石
巻
湾

鳴
瀬
川

新江合川

○鳴瀬川本川における主要な地点野蒜の河道配分流量増大の可能性を検討した。

○流下能力が最も不足する河口部付近から吉田川合流点区間は、東日本大震災後に、海岸堤防と高さを合わせ堤防整備を実施した高潮区間や、多重防御
施設整備事業により整備した嵩上げ道路、宮城県の主要都市である仙台市と石巻市と繋ぐJR仙石線 鳴瀬川橋梁等があり、引堤については社会的影響が
大きく困難である。

○そのため、当該区間は高水敷の掘削幅は堤防防護ラインまで、低水路部の掘削はヨシ原やアイアシの保全・創出を踏まえた高さで掘削断面を設定した
ところ、河道配分流量を現行方針の5,300m3/sから5,400m3/sに増大可能であることを確認した。

河道配分流量増大の可能性（鳴瀬川：野蒜）

堤防防護
ライン

堤防防護ラインまで
掘削範囲を拡大

ヨシ原やアイアシの保全・
創出を踏まえ平水位で掘削

流量配分模式図
（単位：m3/s）
■：基準地点
●：主要な地点
変更計画高水流量（案）
[現行計画高水流量]

3,300
[3,300]

800
[800]
↓

→
4,100
[4,100]
→

↑
700
[700]

↑
1,700
[1,600]

700
[700]

5,400
[5,300]
→

700
[500]

→

→

→1k

3k

4k

2k

北上運河

東名運河

高潮区間

海岸堤防

高潮区間

海岸堤防

：河道掘削

嵩上げ道路

北上川水系・鳴瀬川水系

変更方針河道
現況河道

＜0k～1k付近＞
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吉田川

■三本木

●野蒜

善
川

■落合

●野田橋

竹
林
川

石
巻
湾

鳴
瀬
川

新江合川

河道配分流量増大の可能性（鳴瀬川：三本木）

20

流量配分模式図

3,300
[3,300]
→

36k

鳴
瀬
川

現況川幅

：河道掘削

○鳴瀬川本川における基準地点三本木の河道配分流量増大及び新江合川の分派量変更の可能性を検討した。

○流下能力が最も不足する36k～37k付近は、沿川の大崎市街地を流下していることや、国道4号（三本木大橋）を含めた複数橋梁の架け替えも伴うため、
引堤による河道配分流量の増大は、社会的影響が大きく困難である。

○また、現行方針の河道配分流量以上の河道掘削は、多くの橋梁の根入れに影響を与え、さらに下流部の流量が増加することにより河口部の引堤が必要
となるため、同様に社会的影響が大きい。

○以上のことから、基準地点三本木の河道配分流量を現行方針の3,300m3/sから増大させることは困難であることを確認した。

○新江合川からの分派量については、鳴瀬川・江合川双方の洪水時の流況を考慮するとともに、これまでの治水計画の背景を踏まえ、分派量を変更する
ことは困難であることを確認した。

北上川水系・鳴瀬川水系
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14

16

18

20

22

24

26

28

標
高
(
T
P.
m
)

37.1k＜36k～37k付近＞

堤防防護ラインまで
掘削を拡大

河床方向は既設構造物への
影響を考慮

社会的影響が大きく
引堤が困難

変更方針河道
現況河道

東北縦貫自動車道道路橋（JR）

37k

（単位：m3/s）
■：基準地点
●：主要な地点
変更計画高水流量（案）
[現行計画高水流量]

堤防防護
ライン

堤防防護
ライン

800
[800]
↓

標
高
（
T
.P
.m
）

4,100
[4,100]
→

↑
700
[700]

↑
1,700
[1,600]

700
[700]

5,400
[5,300]
→

700
[500]

→

→

→



堤防法線改良の可能性を検討

鳴瀬川 吉田川

堤防防護
ライン

堤防防護
ライン

堤防防護ラインまで
掘削範囲を拡大

河床方向は既設構造物への
影響を考慮

＜9k～10k付近＞

変更方針河道
現況河道

変更方針河道
現況河道

＜27k～30k付近＞

標
高
（
T
.P
.m
）

標
高
（
T
.P
.m
）

吉田川

■三本木

●野蒜

善
川

■落合

●野田橋

竹
林
川

石
巻
湾

鳴
瀬
川

新江合川

10k

吉田川堤防法線改良に伴う鳴瀬川への影響は
河道掘削により対応

○吉田川の鳴瀬川合流点から基準地点落合における河道配分流量増大の可能性を検討した。

○吉田川の左右岸沿川は、地域の主要産業を支える田園地帯が広がり、農地開発と治水対策を両立した土地利用により発展してきた地域であり、命と生
業を守る流域治水推進計画を定め、生業である農業の持続的な発展に資する流域治水を実践しているため、引堤により広範囲に水田等を失うことは地
域にとって社会的影響が大きく困難である。

○そのため、当該区間は高水敷の掘削幅は堤防防護ラインまでを基本とし、低水路部の掘削は既設構造物に影響が無い範囲までで掘削断面を設定し、併
せて、背割堤区間の河道のネック箇所の法線改良を検討した結果、河道配分流量1,600m3/sを1,700m3/sに増大可能であることを確認した。

河道配分流量増大の可能性（吉田川:鳴瀬川合流点～落合）
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＜堤防法線改良の基本的な考え方＞
吉田川左岸の背割堤を対象とし、吉田川の横断構造物の状況
を踏まえ、二子屋橋下流(9.8k地点)を堤防法線改良の上流端
とし、移転家屋を最小限とすることを踏まえ範囲を設定した。

流量配分模式図

：河道掘削
：堤防法線を検討する範囲

背
割
堤
区
間
の
堤
防
法
線
改
良

L
=
約
1
k
m

北上川水系・鳴瀬川水系

（単位：m3/s）
■：基準地点
●：主要な地点
変更計画高水流量（案）
[現行計画高水流量]

9k

3,300
[3,300]

800
[800]
↓

→
4,100
[4,100]
→

↑
700
[700]

700
[700]

5,400
[5,300]
→

700
[500]

→

→

→
↑
1,700
[1,600]



○鳴瀬川水系鳴瀬川の既設4ダムについて、既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用できるよう、事前放流の実施に関して、河川管理者とダム管理
者及び関係利水者において、令和2年5月に治水協定を締結した。

○事前放流により洪水を一時的に貯留することで、下流河川の水位を低減等できる可能性があるため、氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策の一つと
して、被害を軽減させる流域治水を推進していく。

孫沢ダム花川ダム二ツ石ダム漆沢ダムダム名

孫沢川花川二ツ石川鳴瀬川河川名

AAAFNWIP目的

アースフィルダム重力式コンクリートダムロックフィルダムロックフィルダムダム形式

土地改良区花川ダム管理組合宮城県宮城県ダム管理者

10.0（km2）52.0（km2）19.1（km2）58.9（km2）流域面積

857（千m3）233（千m3）10,600（千m3）18,000（千m3）総貯水容量

685（千m3）180（千m3）9,700（千m3）16,000（千m3）有効貯水容量

0（千m3）0（千m3）0（千m3）9,500（千m3）洪水調節容量

685（千m3）75（千m3）1,536（千m3）6,500（千m3）洪水調節可能容量

基準雨量150mm基準雨量191mm基準雨量131mm基準雨量171mm備考

洪水調節施設等 既存ダムの概要と治水協定（鳴瀬川）
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＜漆沢ダム＞ ＜二ツ石ダム＞ ＜花川ダム＞ ＜孫沢ダム＞

有効活用のイメージ

事前放流とは、大雨となることが見
込まれる場合に、大雨の時により多
くの水をダムに貯められるよう、利
水者の協力のもと、利水のための貯
水を河川の水量が増える前に放流し
てダムの貯水位を低下させ、一時的
に治水のための容量を確保するもの。

北上川水系・鳴瀬川水系



○鳴瀬川水系吉田川の既設4ダムについて、既存ダムの有効貯水容量を洪水調節に最大限活用できるよう、事前放流の実施に関して、河川管理者とダム管理
者及び関係利水者において、令和2年5月に治水協定を締結した。

○事前放流により洪水を一時的に貯留することで、下流河川の水位を低減等できる可能性があるため、氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策の一つと
して、被害を軽減させる流域治水を推進していく。

牛野ダム嘉太神ダムため池宮床ダム南川ダムダム名

善川吉田川宮床川南川河川名

AAFNWFNWP目的

ロックフィルダムアースフィルダムコンクリートダムコンクリートダムダム形式

牛野ダム管理組合大和町宮城県宮城県ダム管理者

3.0（km2）15.0（km2）10.8（km2）22.5（km2）流域面積

518（千m3）854（千m3）5,400（千m3）10,000（千m3）総貯水容量

500（千m3）719（千m3）5,000（千m3）9,200（千m3）有効貯水容量

0（千m3）0（千m3）2,000（千m3）4,400（千m3）洪水調節容量

500（千m3）719（千m3）1,130（千m3）3,370（千m3）洪水調節可能容量

基準雨量144mm基準雨量143mm基準雨量145mm基準雨量134mm備考

23

洪水調節施設等 既存ダムの概要と治水協定（吉田川）

＜南川ダム＞ ＜宮床ダム＞ ＜嘉太神ダムため池（利水）＞ ＜牛野ダム＞

有効活用のイメージ

事前放流とは、大雨となることが見
込まれる場合に、大雨の時により多
くの水をダムに貯められるよう、利
水者の協力のもと、利水のための貯
水を河川の水量が増える前に放流し
てダムの貯水位を低下させ、一時的
に治水のための容量を確保するもの。

北上川水系・鳴瀬川水系



○鳴瀬川水系の治水協定に基づき、事前放流により確保可能な容量を活用した洪水調節について、過去の主要洪水波形を用い流量低減効果を試算した。

○事前放流による基準地点三本木での流量低減効果は約10m3/s～約196m3/sであり、将来的には降雨予測精度の向上が図られることを前提に事前放流によ
り確保可能な容量も考慮し、洪水調節を検討する。

洪水調節施設等 事前放流による効果（鳴瀬川:三本木）
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北上川水系・鳴瀬川水系

＜基準地点三本木 流量＞ 単位：m3/s

＜ハイドロ・ハイエトグラフ＞

151413111098765421条件

R01.10H27.09H24.05H18.12H11.08H06.09H01.08S61.08S33.09S33.09S25.08S23.08S22.09

4,0053,8682,1084,1462,0453,7204,0432,4072,9683,9394,1872,3294,181①事前放流無し基準地点

3,8793,8422,0544,0681,9983,6033,9472,3562,8983,7434,1522,2974,171②事前放流あり最大流量

12626547847117965170196353210
低減効果
①-②
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9月26日 9月27日 9月28日 9月29日 9月30

日

雨量(mm)流量(m3/s)
S.33.09.25 洪水波形(340mm/24hr)

雨量（三本木上流域 拡大後）

雨量（三本木上流域 実績）

三本木_事前放流なし

三本木_事前放流あり
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9月18日 9月19日 9月20日 9月21日 9月22

日

雨量(mm)流量(m3/s)

雨量（三本木上流域 拡大後）

雨量（三本木上流域 実績）

三本木_事前放流なし

三本木_事前放流あり
3,939m3/s 3,743m3/s

三本木地点

S33年9月 洪水波形
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8月3日 8月4日 8月5日 8月6日 8月7日

雨量(mm)流量(m3/s)

雨量（三本木上流域 拡大後）

雨量（三本木上流域 実績）

三本木_事前放流なし

三本木_事前放流あり4,187m3/s 4,152m3/s

三本木地点

S25年8月 洪水波形



○鳴瀬川水系の治水協定に基づき、事前放流により確保可能な容量を活用した洪水調節について、過去の主要洪水波形を用い流量低減効果を試算した。

○事前放流による基準地点落合での流量低減効果は約28m3/s～約158m3/sであり、将来的には降雨予測精度の向上が図られることを前提に事前放流により
確保可能な容量も考慮し、洪水調節を検討した。
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洪水調節施設等 事前放流による効果（吉田川：落合） 北上川水系・鳴瀬川水系

＜基準地点落合 流量＞ 単位：m3/s

＜ハイドロ・ハイエトグラフ＞

13121110987654321条件

R01.10H27.09H24.05H23.09H21.10H14.07S61.08S33.09S33.09S25.08S23.09S23.08S22.09

1,8361,6811,2091,6351,7621,5951,0741,2531,9641,7111,8441,2621,854①事前放流無し基準地点

1,7641,6081,1101,6071,6711,5161,0271,1731,8601,6351,6861,2021,787②事前放流あり最大流量

7273992891794780104761586067
低減効果
①-②
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9月16日 9月17日 9月18日 9月19日 9月20

日

雨量(mm)流量(m3/s)

雨量（落合上流域 拡大後）

雨量（落合上流域 実績）

落合_事前放流なし

落合_事前放流あり

1,844m3/s
1,686m3/s

S23年9月 洪水波形

落合地点
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10月11日 10月12日 10月13日 10月14日 10月15

日

雨量(mm)流量(m3/s)

雨量（落合上流域 拡大後）

雨量（落合上流域 実績）

落合_事前放流なし

落合_事前放流あり

1,836m3/s 1,764m3/s

R1年10月 洪水波形

落合地点



鳴瀬川ダム

漆沢ダム

南川ダム

宮床ダム

二ツ石ダム

牛野ダム

嘉太神ダム
（ため池）

三本木

鳴瀬川
鳴瀬川

吉田川

落合

三本木

漆沢ダム

二ツ石ダム

鳴瀬川ダム

落合

宮床ダム

南川ダム

嘉太神ダム
（ため池）

吉田川中・下流域及び基準地点落合上流
において、貯留・遊水機能の確保の検討

基準地点三本木上流において
貯留・遊水機能の確保の検討

牛野ダム

洪水調節量の設定 貯留・遊水機能の確保の検討

○鳴瀬川においては、基準地点上流において既存施設の有効活用、新たな貯留・遊水機能の確保の検討により、基準地点三本木の基本高水のピーク流量

4,800m3/sの内、1,500m3/sの洪水調節を行い、河道への配分流量を3,300m3/sまで低減が可能であることを確認。

○吉田川においては、中・下流域及び基準地点落合上流において、既存施設の有効活用、新たな貯留・遊水機能の確保の検討により、基準地点落合の基

本高水のピーク流量2,500m3/sの内、800m3/sの洪水調節を行い、河道への配分流量を1,700m3/sまで低減が可能であることを確認。
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凡例

基準地点

既設ダム

建設中ダム

鳴瀬川水系流域

北上川水系・鳴瀬川水系

孫沢ダム

花川ダム

孫沢ダム



洪水調節施設等による調節流量については、流域の土地利用や雨水の貯留保水

遊水機能の今後の具体的取組状況を踏まえ、基準地点のみならず流域全体の治

水安全度向上のため、具体的な施設計画等を今後検討していく。

○気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した鳴瀬川基準地点三本木の基本高水のピーク流量4,800m3/sを、洪水調節施設等により調節し、河道への

配分流量を三本木地点3,300m3/sとする。主要な地点における河道への配分流量は、野田橋4,100m3/s、野蒜5,400m3/sとする。

○気候変動による降雨量の増加等を考慮し設定した吉田川基準地点落合の基本高水のピーク流量2,500m3/sを、洪水調節施設等により調節し、河道への配

分流量を落合地点1,700m3/sとする。

河道と洪水調節施設等の配分流量（案）

河道と洪水調節施設等の配分流量

3,300

2,300

3,300

2,500

1,700

河道配分
流量

洪水調節流量

基準地点 落合

流
量

変更基本方針（案）

基
本
高
水
の

ピ
ー
ク
流
量

4,800

河道配分
流量

河道配分
流量

洪水調節流量

基
本
高
水
の

ピ
ー
ク
流
量

基準地点 三本木 将来の気候変動の
影響を反映

現行基本方針 変更基本方針（案）

基
本
高
水
の

ピ
ー
ク
流
量

洪水調節流量

4,100

将来の気候変動の
影響を反映

基
本
高
水
の

ピ
ー
ク
流
量

現行基本方針

河道配分
流量

洪水調節流量 1,600

北上川水系・鳴瀬川水系

（m³/s）
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【現行】

【変更(案)】

河道への配分
流量 (m3/s)

洪水調節施設による
調節流量(m3/s)

基本高水のピーク
流量(m3/s)

基準地点

3,3008004,100三本木

1,6007002,300落合

鳴瀬川水系計画高水流量図

吉田川

4,100→

■三本木

3,300→
5,300→

●野蒜

善
川

■落合1
,
6
0
0
→

●野田橋

竹
林
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700→ ←500

7
0
0
→

石
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湾

鳴
瀬
川

新江合川

←
8
0
0

河道への配分
流量 (m3/s)

洪水調節施設による
調節流量(m3/s)

基本高水のピーク
流量(m3/s)

基準地点

3,3001,5004,800三本木

1,7008002,500落合

吉田川

4,100→
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凡例

■基準地点

●主要な地点

（単位：m³/s）

凡例

■基準地点

●主要な地点

（単位：m³/s）



■IPCCのレポートでは、2100年までの平均海面水位の予測上昇範囲は、RCP2.6(2℃
上昇に相当)で0.29-0.59m、RCP8.5(4℃上昇に相当）で0.61-1.10mとされている。
■2℃上昇シナリオの気候変動による水位上昇の平均値は0.43mとされている。

【気候変動による海面上昇について（IPCCの試算）】 1986～2005年に対する2100年
における平均海面水位の予測上昇量範囲（m）

シナリオ

SROCC
第五次評価
報告書

0.29-0.590.26-0.55RCP2.6

0.61-1.100.45-0.82RCP8.5

【鳴瀬川における海面水位上昇が出発水位に与える影響】

■朔望平均満潮位による出発水位（気候変動による海面上昇考慮）を試算した。
1.朔望平均満潮位+最大偏差+密度差：T.P.+0.698m+0.739m+0.121m=T.P.+1.558m
2.気候変動による海面水位上昇量 ：0.43m(RCP2.6シナリオの平均値)
3.上記の1+2 ：T.P.+1.988m

■現行の出発水位（既往洪水の最高水位から設定）T.P.+2.262mに対して0.3m程度
低い値となっている。

○気候変動の影響により、仮に海面水位が上昇したとしても、手戻りのない河川整備の観点から、河道に配分した計画高水流量を河川整備によりH.W.L.
以下で流下可能かどうかを確認。
○鳴瀬川では、河道の流下能力評価の算出条件として、既往洪水(昭和33年9月洪水)の野蒜観測所の最高水位から河口の出発水位を設定しているが、仮に
海面水位が上昇（2℃上昇シナリオの平均値43cm）した場合の潮位より算出した出発水位は、観測最大水位よりも0.3m程度低く、計画高水流量をH.W.L.
以下で流下可能であることを確認。
○今後、海岸管理者が策定する海岸保全基本計画と整合を図りながら、河川整備計画等に基づき対応していく。

鳴瀬川における出発水位の考え方（海面上昇の影響）

T.P.+2.262m①既往洪水の痕跡最高水位から設定した場合（現行計画）

T.P.+1.988m
②潮位と気候変動による海面水位上昇量に基づいて設定した
場合

0K 2K 4K
-5

0

5

10

標

高

（TP.m）

計画堤防高

H.W.L.

計算水位(現行出発水位)

平均河床高

最深河床高

-2K

①既往洪水の痕跡水位
T.P.+2.262m

T.P.+1.988m
②潮位に基づいて設定した
場合の出発水位

気候変動を考慮した河口出発水位設定について 北上川水系・鳴瀬川水系
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④集水域・氾濫域における治水対策

29



○ 北上川水系の集水域・氾濫域における治水対策として、流域のあらゆる関係者の協働・連携
のもと、集水域における雨水貯留機能の拡大や氾濫域における住まい方の工夫など、ハー
ド・ソフトの各種対策を一体的、多層的に進める。

○ 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策としては、水田を利用した田んぼダムや公園貯留
等、雨水貯留施設の整備・活用により、水害リスク低減に向けた取組を推進する。

○ 被害対象を減少させるための対策としては、立地適正化計画の策定や水害リスクの高い地域
における居住誘導区域の設定・見直しなど、土地利用・住まい方の工夫を推進する。

○ 被害の軽減のための対策としては、水害リスク情報の住民周知の充実及び避難体制の強化を
図るため、自治会・小中学生など地域住民を対象とした勉強会・出前講座や、要配慮者利用
施設の管理者向け講習会を継続的に実施するなど、防災に関する知識向上及び地域防災力向
上に向けた取組を推進する。

④集水域・氾濫域における治水対策 ポイント
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北上川水系・鳴瀬川水系



集水域・氾濫域における治水対策

○氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、森林の整備・保全の取組を進めているほか、流水の貯留機能向上を図るための田んぼダムや公園貯
留整備等を実施しており、下流域の水害リスクを低減するとともに、周辺住宅への雨水流出防止のための取組を推進する。

○水田落水口へ調整器具を設置し下流域の水害リスク低減を図っており、圃場整
備事業に合わせて面積を順次拡大予定。
○実証圃による現地説明会を行い、農業従事者の理解と協力の促進を図っている。

○○（イメージ）圃場に調整器具設置
（田んぼダム）

貯水量アップ
田んぼダム

取組のイメージ

流出抑制

○雨水の一時的な保水機能を有する山林・緑地の保全にあたり、荒廃森
林の整備により、森林の有する土砂流出防止や水源かん養等の機能維持向上
の適切な発揮に向けて、治山事業を継続的に実施していく。
○森林整備への参画を希望する団体や企業、NPO等との連携による森林づく
り活動を促進することで、保水機能の維持・向上を図る。

森林の整備・保全（岩手県、林野庁）

田んぼダム（矢巾町）

調整器具設置状況現地説明会（R3.7.29）

公園貯留（盛岡市、紫波町）

○盛岡市では、新設野球場の整備に合わせて、盛岡南公園全体の貯留機能向上を図る
ため、駐車場を防災調整池として整備。雨水流出抑制により、下流域の被害リスク
の低減等を図る。
○紫波町では、普通河川大坪川が越流した場合、紫波運動公園の出入り口を1トン
土のうバックで一時締め切り、桜町字上川原及び下川原地内への流入抑制と被害
リスク低減を図る。

岩手飯岡駅

盛岡南公園

詳細位置図

盛岡市

岩手飯岡駅から徒歩10分

桜町字上川原、下川原地区

普通土のう10ｍ+トンバック106.3ｍ
+普通土のう2ｍ

県道紫波江繋線

大坪川

北
上
川
日
詰
堤
防

紫波町

紫波運動公園

※具体的な対策内容については、今後の調査・検討等により変更となる場合がある。

パース図
第一号調整池

第二号調整池

新設野球場
森林整備の取組事例

北上川水系・鳴瀬川水系
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凡例
第一種低層住居専用地域

第二種低層住居専用地域

第二種中高層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域



集水域・氾濫域における治水対策

○氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、「宮城県田んぼダム実証コンソーシアム」を設立し、田んぼダムの効果や適地の検証を実施するこ
とで田んぼダムの更なる取組拡大に向けて普及・促進を図っている。
○また、森林の整備・保全の取組が行われているほか、水利施設であるため池等を活用し、大雨が予想される場合には事前放流により水位を低下させ洪
水調節機能の増大と下流域への流出抑制する運用を検討する。

「宮城県田んぼダム実証コンソーシアム」の設立

○大崎市、色麻町、加美町、涌谷町、美里町、関係土地改良区、関係農業組織、宮城県
農政部、北部地方振興事務所が構成員となり、「宮城県田んぼダム実証コンソーシア
ム」を設立。
○田んぼダム設置後の効果や検証を行うほか、実証・普及ワーキングの開催や出前講座
等による啓発活動も行っている。

（事例）宮城県大崎市千刈江地区における水田貯留実証実験

田んぼの排水ますに設置する調整装置

○水利施設の高度利用として、用排水路・ため池等において大雨が予想さ
れる際、予め水位を下げることにより、洪水調節機能の増大と下流域へ
の流出量を抑制する運用を検討する。

ため池等の活用（岩手町他）

コンソーシアム設立

看板設置状況

水源林造成事業による森林の整備・保全（宮城県）

ため池の活用イメージ

森林整備の取組事例

北上川水系・鳴瀬川水系
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○雨水の一時的な保水機能を有する山林・緑地の保全にあたり、
森林の有する土砂流出防止や水源かん養等の適切な発揮に向けて治山
事業を継続的に実施していく。
○森林整備への参画を希望する団体や企業、 NPO等との連携による森林
づくり活動を促進することで、保水機能の維持・向上を図る。



集水域・氾濫域における治水対策

○被害対象を減少させるための対策として、立地適正化計画に定める居住誘導区域内において、浸水が想定される区域の建築物に対し、宅地嵩上げや家
屋のピロティ化等にかかる工事費用を助成するなど、浸水被害軽減を図っている。

宅地嵩上げ・高床化の支援（大崎市）

○過去の浸水実績区域や浸水の想定される区域に現存している建築物に対し
て、宅地嵩上げや家屋のピロティ化等にかかる工事費用を助成している。
○宮城県大崎市では、立地適正化計画に定める居住誘導区域内において、浸
水被害を軽減させるため、一定の条件を満たした対象区域内の宅地所有者
が嵩上げ等に要する経費について補助金を交付している。

宅地嵩上げ等のイメージ

大崎市内で実施された盛土工事の事例

着工前 完成

盛土
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【対象区域】
1. 居住誘導区域で過去に内水氾濫による床下床上浸水の被害を受け
た実績のある住家
2. 居住誘導区域内で水防法施行規則第2条第4項に規定する浸水した
場合に想定される水深が3メートルを超える区域にある住家

【補助対象者】
次に掲げる要件の全てを満たす者
1. 住家（自らの居住の用に供する住宅のことをいう。以下同じ。）
の所有者であること。
2. 市税を完納していること。
3. 同一の建築物等を対象として、この要綱に基づく補助金の交付を
受けた者でないこと。

【補助金の対象となる経費、補助率及び限度額】
1. 補助対象経費

• 住家の建物の建替えにおける当該宅地のかさ上げ及び建物基礎
のかさ上げ工事に要する経費（50センチメートル以上の盛土及
び基礎のかさ上げ）

• 既存住家の建物の盛土及び基礎のかさ上げ工事に要する経費
（50センチメートル以上の盛土及び基礎のかさ上げ）

2. 補助率及び限度額
経費の2分の1とし、100万円を限度

3. 注意事項
浸水想定区域にある住家については想定水位以上に居室の床面
等が確保される場合に限る。

対象区域例（宮城県大崎市古川地域）

北上川水系・鳴瀬川水系



集水域・氾濫域における治水対策

○被害の軽減、早期復旧・復興のための対策として、平時における市民の防災意識を高め、災害時における迅速かつ確実な避難行動を促すため、要配慮
者利用施設での訓練や避難確保計画の作成を進めることで逃げ遅れによる被害ゼロを目指している。
○自治会や小中学生など地域住民を対象に水害リスク情報等の周知のため勉強会、出前講座等を実施し、防災に対する適切な対応について認識を深めて
もらい、防災に関する知識向上及び地域防災力向上を推進する。

要配慮者利用施設の「避難確保計画の作成」・「避難訓練」の促進
（国土交通省、西和賀町、登米市他）

○市町毎に対象となる要配慮者利用施設の管理者を集め、河川事務所・市町
担当者参画のもと、講習会形式で計画作成を実施。随時作成を進めている。
○避難訓練も実施することで、災害時の迅速な避難行動を促し、逃げ遅れによ
る被害ゼロを目指している。

キッズ向けさいがいMAPを活用した防災教育

○自治会や小中学生など地域住民を対象に水害リスクやダム・堤防等の防災施設に
関する知識の普及活動を実施。
○「キッズ向けさいがいMAP」を活用した防災教育を実施し、自分が住んでいる
街の浸水危険度やハザードマップを正しく理解し、防災に対する知識の向上を目
指している。
○ダムの緊急放流等を想定した放流警報訓練を防災担当者及び地域の方々と実施。
○報道機関を対象としたダム操作等に関する説明会を開催し、伝わりにくい表現等
意見交換を行い、地域の方々への適切な情報伝達に繋げている。

地域住民向けの勉強会、出前講座（国土交通省）

○災害時に地域で率先して防災活動を実施する「地域防災リーダー」による研修
会や防災訓練を通して、自主防災組織の育成と地域防災力の強化を図っている。
○県・市町村と連携した総合防災訓練や災害対策訓練等により、関係機関との協
力体制強化を図っている。

自主防災組織等の住民参加による防災訓練（花巻市、八幡平市他）

マインクラフトに浸水した街を再現

流域治水に関する出前講座

四十四田ダム放流警報訓練 報道関係機関への説明会

避難経路の検討状況 避難確保計画作成に係る講習会

避難確保計画作成例

避難訓練の状況

自主防災組織等による防災訓練 地域防災リーダーによる研修会
及び養成講座

総合防災訓練

北上川水系・鳴瀬川水系
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集水域・氾濫域における治水対策

○被害の軽減、早期復旧・復興のための対策として、関係市町ではハザードマップを作成・更新し、地域住民への説明会を実施。区長や自主防災会長等
を対象にマイタイムラインの作成支援のためのワークショップも開催し、更なる地域防災力向上を目指している。
○毎年出水期前に、水防団等と「重要水防箇所」の巡視や備蓄資材の確認を実施し適切な水防活動に繋げているほか、防災イベントやまるごとまちごと
ハザードマップの推進により、日頃から各地域の浸水リスクや避難にかかる情報を把握してもらうことで、水防災意識の向上を図っている。

防災マップ（冊子版）の周知 住民説明会の実施

○作成した防災マップについて、洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等の見直
しに伴い随時更新し、リスク情報の充実を図っている。
○水害リスクを正しく把握し、災害時の迅速な避難行動に繋げるため、地域住民
への説明会を実施している。

○災害時に避難誘導のキーマンとなる区長、自主防災会長、消防団などを対象に「マイ
タイムライン」に関するワークショップを開催し、地域防災力の向上を図っている。

ハザードマップの作成・更新（盛岡市、矢巾町他） マイタイムラインの作成・支援（矢巾町他）

防災情報の発信・強化（国土交通省・岩手県・流域市町他）

○毎年出水期前に、水防団等と「重要水防箇所」の巡視や備蓄資材の確認を実施し
適切な水防活動に繋げている。
○総合水防演習や防災イベント等により、地域住民に対して水災害等に対する防災
意識の啓発を図る。
※令和5年5月総合水防演習：国・県・流域15市町、岩手県警察、陸上自衛隊等の
防災関係機関合わせて64団体（約3,000人、来賓・一般見学者含む）が参加。

水害リスク情報の可視化（まるごとまちごとハザードマップ）
（盛岡市、一関市、登米市他）

避難所誘導看板 洪水痕跡看板

○各地域の洪水による浸水リスクや避難にかかる情報を、生活空間であるまちなかに表示
し自然と確認することができる「まるごとまちごとハザードマップ」を推進。
○地域住民の日頃からの防災意識を高めるとともに、安全で迅速な避難行動に繋げるため
継続的に設置していく。

総合水防演習・防災イベント状況（R5.5一関市）
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④集水域・氾濫域における治水対策 ポイント

○令和3年6月に発足した「宮城県田んぼダム実証コンソーシアム」を中心に、鳴瀬川水系では、水田を
「田んぼダム」として活用する取組を実施。

○被害対象を減少させる対策として、鹿島台市街地の被害軽減・中枢機能の確保、鹿島台地区から松島町
方向への避難を支援することを目的に、吉田川では二線堤の整備を検討・実施。また、浸水の実績区間や、
浸水の想定される区域に現存する建築物に対し、嵩上げや高床化等の工事費用を助成するなど、土地利
用・住まい方の支援を実施。

○令和6年11月には流域水害対策計画として、「吉田川・高城川 命と・生業を守る流域治水推進計画」を
策定し、下記項目についてあらゆる関係者が一丸となって流域治水を推進している。
・被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・被害対象を減少させるための対策
・被害の軽減早期復旧・復興の対策
・命と生業を守る流域のサポート
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集水域・氾濫域における治水対策

○氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、堤防整備等のハード対策のほか、森林の整備・保全、水田貯留等を実施。既存の防災調整池等や保
水・遊水機能を有する土地の保全、吉田川流域においては国営農地防災事業を進めている。

水田貯留（宮城県）

○ 令和3年6月に「宮城県田んぼダム実証コンソーシアム」を立ち上げ田んぼダ
ムの実証実験を行っている。

○ 吉田川流域では、田んぼに水位調節機能をもたせ、一時的に貯留させること
などにより河川や水路の急激な水位上昇を軽減させる水田貯留（田んぼダム
）の取組を実施。

農業用排水施設の機能強化・一元管理（東北農政局）

間伐により整備された森林
（上那賀地区）

森林整備に資する路網整備
（林道岩倉蝉谷線）

森林の維持造成に必要な治山事業
（治山ダム工：出原谷地区）

水源林造成事業による森林の整備・保全（宮城県）
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○ 吉田川流域では、特定都市河川流域を対象とした国内初の国営農地防災事業を
進めている。

○ 本事業においては、農業用排水機場をはじめとする農業用排水施設の機能向上
及び再編整備を推進するほか、「流域治水」の取組として、農業用排水機場の
一元管理による効率的な排水運転を計画している。

① 内外水位情報の集約・共有・活用

P

P

P

P

P
P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

P

事業イメージ

農地に水がたまる

農地

【運転調整の効果】

② 排水機場群一体管理による
効果的な運用（運転調整等）

③ 事前排水

○ 雨水の一時的な保水機能を有する山林・緑地の保全にあたり、森林の有する
土砂流出防止や水源かん養等の適切な発揮に向けて治山事業を継続的に実施
していく。

○ 森林整備への参画を希望する団体や企業、NPO等との連携による森林づくり
活動を促進することで、保水機能の維持・向上を図る。
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二線堤（河川管理用通路・バイパス）

R1.10.14 撮影

集水域・氾濫域における治水対策

○被害対象を減少させる対策として、吉田川において洪水時における鹿島台市街地の被害軽減・中枢機能の確保、及び鹿島台地区から松島町方向への避
難を支援するための二線堤の整備が進められているほか、現地再建希望者のための宅地嵩上げ支援が流域自治体にて行われている。

二線堤の整備（国土交通省・宮城県）

○ 鹿島台市街地から松島町方向への避難を支援するため、国道346号バイパス二線
堤区間と吉田川堤防兼用区間を繋ぐ二線堤（河川管理用通路・バイパス）を検討
・実施している。

二線堤（バイパス区間：既成）

土地利用・住まい方の工夫(大崎市・大郷町）

○浸水の実績区域や、浸水の想定される区域に現存する建築物に対し、嵩上げ
や高床化等の工事費用を助成する。

宅地嵩上げ例（大崎市志田谷地地区） 復興まちづくりイメージ（大郷町中粕川地区）

【二線堤イメージ】

二線堤等の盛土構造物
を整備することにより、
河川堤防（本堤）が破堤
して氾濫が発生した場合
における浸水範囲の抑制
を図る。
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鳴
瀬
川

吉田川

鹿島台市街地

堤防により、洪水時の鹿島
台市街地の被害軽減と中枢
機能を確保、バイパスによ
り交通問題を解消する。

凡例

堤防機能

道路機能

至:松島

↑
①

①

②

↑
②

北上川水系・鳴瀬川水系



⑤河川環境・河川利用についての検討
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○整備の実施にあたっては、上下流一律で画一的な河道形状を避けるなどの工夫を行い、動植物の良好な
生息・生育・繁殖環境の保全・創出を図る。
動植物に関するこれまでの調査結果を踏まえ、生物の多様性向上を目指し、各区間における動植物の生
息・生育・繁殖環境の保全・創出の方針、外来種への対応を明確にする。

〇東北地方太平洋沖地震に伴う地盤沈下と津波、その後の地盤上昇により、絶滅危惧種であるヒヌマイト
トンボ等の生息・繁殖場となるヨシ原をはじめ、汽水域における動植物の生息、生育、繁殖環境へ多大
な影響が見られる。北上川下流自然再生計画を策定し、震災以前の環境への再生を図る。

○北上川は回遊魚が上流域までの200㎞を遡上し下流～上流域までの連続性が保たれているとともに、ラム
サール条約登録湿地でありマガン等渡り鳥の飛来する伊豆沼・内沼の自然再生協議会や世界農業遺産とし
ての大崎耕土の取組と連携した生態系ネットワークの形成を推進する。

○人と河川の豊かなふれあいや北上川流域圏の交流を確保すべく、上流域、中流域、下流域、水源地域に
おいてかわまちづくり等の取組を行い、地域と連携した水辺空間の創出を推進する。

○流水の正常な機能を維持するために必要な流量（正常流量）は、平成24年（2012年）の現行河川整備基
本方針変更時から近年までの流況データ等に大きな変化が見られないことから、今回変更しない。

⑤河川環境・河川利用について ポイント
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動植物の生息・生育・繁殖環境 動植物の生息・生育・繁殖環境等の変遷

○北上川本川では、現行の河川整備基本方針策定（平成18年）以降、魚類、鳥類ともに確認種数、重要種数の顕著な経年的変化は見られない。

○河道内の植物群落は、ヤナギ林や落葉広葉樹林（オニグルミ）が多く、近年、樹木伐採や人為的利用の減少により草本群落が増加している。

○北上川（大臣管理区間の代表地点：一関観測所）の年平均気温は、47年間で約1.5℃上昇しているが、年間平均水温は横ばいである。

○水温、動植物の生息・生育・繁殖環境等に係る観測・調査を継続的に行い、気候変動による河川環境への影響について把握に努める。
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気温（年間平均値）の経年変化_一関観測所（気象庁）

上昇傾向

横ばい

基本方針策定後

特定外来生物：オオクチバス（H7～R3）、ブルーギル（H18～R3）

魚類相の経年変化 鳥類相の経年変化

河道内の植物群落の経年変化

基本方針策定後 基本方針策定後

※H20からH30において群落区分の見直しにより、堤防法面の人工草地が草本群落に変更となったため
「その他単子葉草本群落」が増加

基本方針策定後

近年、人為的利用等の減少により、外来植物群落を含む一年生草本群落が増加。

４７年間（S51̃R5）で約1.5℃上昇

気温・水温の経年・経月変化

※

※



動植物の生息・生育・繁殖環境 動植物の生息・生育・繁殖環境等の変遷

○旧北上川では、現行の河川整備基本方針策定（平成18年）以降、魚類相の確認種数、重要種数に顕著な経年的変化は見られない。

○河道内の植物群落は草本群落やヨシ・オギ群落が多く、顕著な経年変化は見られない。

○旧北上川（大臣管理区間の代表地点：石巻観測所）の年平均気温は、47年間で約3℃上昇しており、年間平均水温は横ばいである。

○水温、動植物の生息、生育、繁殖環境等に係る観測・調査を継続的に行い、気候変動による河川環境への影響について把握に努める。
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特定外来生物：オオクチバス（H7～R3）、ブルーギル（H17～

R3）

基本方針策定後 基本方針策定後
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上昇傾向

基本方針策定後

基本方針策定後
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４７年間（S51̃R5）で約3.0℃上昇

気温・水温の経年・経月変化鳥類相の経年変化

河道内の植物群落の経年変化

魚類相の経年変化

特定外来生物：オオクチバス（H7～R3）、ブルーギル（H18～R3）

※H20からH30において群落区分の見直しにより、堤防法面の人工草地が草本群落に変更となったため
「その他巣子葉草本群落」が増加

近年、顕著な経年変化は見られない

横ばい



令和6年6月9日 （現在）

砂州の形成テラス地形の再形成

（自然再生事業）
ヨシが生息する環境
の整備を実施

河川環境の整備と保全 東北地方太平洋沖地震による環境変化（河口部）

平成19年12月8日 （地震前）

-

平成23年4月17日 （地震・津波被災後）

砂州とテラス地形の消失

北上川河口の汽水環境
・発達した砂州
・広大なヨシ原

ヨシ原を含む抽
水植物の消失

○東北地方太平洋沖地震による広域的な地盤沈下や津波による影響で、河口部の砂州や砂州前面のテラス地形が消失、ヨシ原を含む抽水植物も多く消失
するなど大きな変化が生じた。
○震災から7年で、河川堤防、海岸堤防等の整備事業は完了し、現在は砂州やテラス地形が再形成。また、北上川汽水域が本来持っていたヨシ原を基盤
とする河川環境を保全・再生・創出するため、「北上川下流自然再生計画」を令和6年9月に策定し、ヨシ原の再生を図っている。
○魚類は、震災後に海水魚が増加し、純淡水魚が減少したが、その後回復が見られ、震災前と比較しても概ね横ばいとなっている。
○陸上昆虫類の確認種数は、震災直後に減少し、その後は増加傾向となっており、鳥類は、震災後に樹林性種が確認されなくなったが、回復傾向である。
○東北地方太平洋沖地震以降、環境が大きく変化しており、引き続きモニタリングにより河口部の環境変化の把握に努める。

河口部には
テラス状地
形が形成

北上川水系・鳴瀬川水系
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河川環境の整備と保全 北上川下流自然再生計画

○東北地方太平洋沖地震に伴い広域的な地盤沈下が発生したが、その後、地盤高は上昇傾向にあり、地震後からの地盤沈下量は概ね被災前の状況に回復、
一部地点は、被災前を上回る地盤高となっている。

○高水敷では乾燥化が進み、ヨシ原の外来植物群落への変化、ヒヌマイトトンボの生息環境が悪化する要因となっている。

○ヒヌマイトトンボは、近年の地盤上昇の影響を受け、生息地区や生息数が減少し、生息範囲の縮小が懸念されることから、北上川下流自然再生計画を
令和6年9月に策定し、緊急性の高いヨシ原や湿地の保全・創出に取り組んでいる。

自然再生計画における保全・再生のメニュー

北上川汽水域が本来持っていたヨシ原を基盤とする河川環境を保全・再生・創出する。事業目的

震災後に上昇した地盤を高水敷掘削により盤下げすることによって、ヨシが生育する環境を整備する。事業内容

ヒヌマイトトンボ

整備箇所の位置図 高水敷掘削 整備イメージ

震災前に河口部のヨシ原に生息していたヒヌマイトトンボは、震災により生息地となっていたヨシ原が消
失したが、震災後の調査で上流部の汽水域に東北で唯一の個体が確認された。
震災後の地盤上昇は震災前よりも上回る地盤高となり、陸地の乾燥化が進んだことで、外来植物であるイ
タチハギが増加傾向にある。

河 北

Ｓ石巻北上

女 川

牡 鹿

矢 本

本震災後
（H23）

3年後
(H26)

5年後
(H28)
10年後
(R3)

直近
(R5)

累積

河北 -57 -29 -19 +5 +13 +70

S石巻北上 -75 -61 -50 -24 -16 +59

女川 -84 -57 -44 -18 -8 +76

牡鹿 -110 -84 -72 -44 -30 +80

矢本 -47 -21 -11 +12 +19 +66

震災前からの地盤高変化
観測局名

ヨシ原

余効変動が環境に与える影響

広域地盤沈下と余効変動状況

国土地理院の公開データに基づき、電子基準点の標高を算出
いずれの電子基準点でも広域的な地盤沈下の後、地盤が隆起
傾向にある

北上川下流の象徴であるヨシ原を含む抽水植物群落は、東北
地方太平洋沖地震により約61haが消失、その後の回復は消失
した面積の約3割に留まっている。
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※余効変動…地震時だけではなくその後も地面がゆっくり動き続けること。

【河北】
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高
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.m
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河川環境の整備と保全 動植物の個体数と生息場の経年変化 北上川水系・鳴瀬川水系
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H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

河口右岸 × × × × × × × × × × × × ×
A × × × × × × × × × × × × ×

B ● ● × × ● ● × ● ● ● ● ● ●

C ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

D ● ● × × × × × × × × × × ×

E － － － ● ● ● ● × ● ● ● ● ●

F － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

G － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

H － － － ● ● ● ● ● ● × × × ×

I － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

J － × ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

K － － － × × ● ● ● ● ● × × ×

L － － － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 4 3 8 9 10 9 9 10 9 8 8 8

※ ●確認あり、×確認なし、－調査未実施、■環境改善 青：左岸　橙：右岸

震災後調査箇所及び生息確認状況　※

旧
北
上
川

確認地区数

北
上
川

河川
調査
地区

○北上川下流自然再生計画において、ヒヌマイトトンボ、チュウヒ等を保全対象種に選定している。
○ヒヌマイトトンボとチュウヒの生息場となるヨシ原は、震災により面積は減少し、その後増加傾向にあるが、震災前の面積まで回復していない。
○ヒヌマイトトンボの個体数は震災以前は上昇傾向、震災後左岸側で近年増加傾向、右岸側で横ばいとなっている。また、確認されている生息地につ
いても令和4年以降、横ばいとなっている。チュウヒは平成15年以降、継続的な生息が確認されている。
○ヒヌマイトトンボとチュウヒ等の生息場となるヨシ原の保全・創出に加え、ヨシ原が生息場として機能しているかモニタリングしながら、順応的管
理を行っていく。
○地域連携活動として河川協力団体等による生息環境の改善活動が実施されている。

H24よりヒヌマイトトンボ生息状況調査も実施している

震災後

北上川汽水域における保全種の個体数と生息場の経年変化

【チュウヒ（個体数）】

■震災以前より確認されていた生息地であっ
た北上川河口右岸では、震災による津波の
影響によりヨシ原が消失。震災以降ヒヌマ
イトトンボの生息は確認されていない。

■ヒヌマイトトンボの生息環境改善は平成27
年に開始され、活動が継続されている。

【北上川下流における震災後のヒヌマイトトンボの個別調査箇所・生息確認・環境改善の状況】

ヒヌマイトトンボ生息環境改善活動

■ヒヌマイトトンボ生息地の環境改善として、ヒヌマイトトンボの生
息地であるヨシ原に人力で水路を掘ることで、湿地環境を創出する
取組を平成27年から河川管理者により実施されてきた。平成30年か
らは宮城昆虫地理研究会（令和3年～河川協力団体）が主催し、河
川管理者、河川協力団体（りあすの森、環境生態工学研究所）、大
学（石巻専修大学、東北工業大学、宮城教育大学）、ヨシ生産者に
よる地域連携活動となっている。
■令和6年は2回、計5地区で実施し、のべ66人が参加した。

5/27：水路状の湿地創出

作業状況 作業後

6/3：作業から1週間後

満潮時に河川水が入る

位置図

環境改善実施箇所

左岸：増加

右岸：横ばい

※水国調査箇所 (震災前)H6～H22：3か所
(震災後)R2     ：4か所

※ヒヌマイトトンボ生息状況調査 調査箇所：13か所
（ヒヌマイトトンボの生息が確認された箇所を対象に調査を実施）

減少

増加

※河川水辺の国勢調査結果を整理
※H9～H15 (ラインセンサス法)とH26～R6(スポットセンサス法)
では調査方法が異なる。

【ヒヌマイトトンボ（個体数）】

継続的に生息

※集計対象区間 北上川 河口から17k
旧北上川 河口から21k
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○河道掘削により現行の河川整備計画から河道配分流量を増大させる北上川中流域1では、礫河原はイカルチドリ、瀬・淵はスナゴカマツカ等の生息・繁
殖場となっている。

○自然裸地（礫河原）の面積は平成14年から平成30年にかけて減少したものの、平成30年から令和5年にかけて増加傾向にあり、自然裸地を利用するイカ
ルチドリは継続的な生息が確認されている。河道掘削を実施するにあたっては、砂礫河原の保全・創出に加え、継続してモニタリングを行っていく。

○淵の面積は平成14年以降、大きな増減は無く、横ばい傾向にあり、淵を利用するスナゴカマツカは継続的な生息が確認されている。河道掘削を実施す
るにあたっては、淵の保全・創出に加え、継続してモニタリングを行っていく。

○これまでの河川水辺の国勢調査により、一定程度調査データが蓄積されてきていることを踏まえ、礫河原や淵が、イカルチドリやスナゴカマツカの生
息場として機能しているかモニタリング・分析しながら、順応的管理を行っていく。

スナゴカマツカの個体数（北上川中流域１）
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イカルチドリの個体数（北上川中流域１）
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※当該区間の自然裸地は、ほぼ全域において砂礫河原である。
※H14調査はH14.7洪水後の調査であったため、自然裸地の面積が増加した可能性がある。

※河川水辺の国勢調査結果を整理
※H15 (調査地区を設定)とH26～R6(1km ピッチで連続的に観察)では調査方法が
異なるため、その前後での個体数の比較は行わない

自然裸地の面積（北上川中流域１）

継続的に生息

※河川水辺の国勢調査 魚類調査地点 1地点(96～97k区間)の面積を整理
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河川環境区分

河川区分

大セグメント区分

小セグメント区分

堤内地の景観 　右岸側 裸地

堤内地の景観　 左岸側

周辺の地形・地質

河床勾配
（平均河床高）

河床材料（代表粒径）

川幅

（河道幅・水面幅）

横断工作物

特徴的な狭窄部

距離標（空間単位：1km）

1. 低・中茎草地

陸 2. 河辺性の樹林･河畔林

域 3. 自然裸地

4. 外来植物生育地

水 5. 水生植物帯

際 6. 水際の自然度

域 7. 水際の複雑さ

8. 連続する瀬と淵

9. ワンド･たまり

10. 湛水域

汽 11. 干潟

水 12. ヨシ原

礫河原の植生域

湧水地

海浜植生帯

塩沼湿地

典

型

性

支川の合流

自然再生

課題：
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要
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水
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生息場の多様性の評価値

距離標（空間単位：1km※）

略図

※距離標1：1～2km区間

河

川

区

分

・区間全域に分布する河畔林はコゲラ、礫河原にはイカルチドリ、
低・中茎草地はマガン等の生息・繁殖場となっている。
・瀬・淵はアユ、サケ、サクラマス、スナゴカマツカ等の生息・繁殖
場となっている。

河川環境の整備と保全 現状分析と目標設定（生息場の分布、相対評価）【北上川 中流域1】

○北上川の76kから126kまでは、高水敷が広い区間となっており、周辺には耕作地が広がり住宅地が点在している。

河川環境の現状

保全・創出

・コゲラ等が生息・繁殖する河畔林の保全を図る。
・イカルチドリ等が生息・繁殖する礫河原、マガン等が生息する低・
中茎草地の保全・創出を図る。
・アユ、サケ、サクラマス、スナゴカマツカ等が生息・繁殖する瀬・
淵の保全・創出を図る。

◆基本情報1：河川環境区分（セグメント形成要因）

◆基本情報2-1：生物の生息場の分布状況（全川の中央値に基づき評価）

107.0106.0

低・中茎草地

低・中茎草地、水生植物帯

河辺性の樹林・河畔林

自然裸地

外来植物生育地

水生植物帯

陸域

スナゴカマツカ

良好な環境を有する
代表的な区間

早瀬

淵

湛水域

ワンド・たまり

水域

良好な環境を有する代表的な区間
生息場の多様性、生物との関わりの強さの評価
値が高い区間の中から、視点場のある106k区間
を設定

小谷木橋
イカルチドリ

良好な環境を有する
代表的な区間
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106k付近

北上川水系・鳴瀬川水系



河川環境の整備と保全 環境の目標設定

現状評価と目標設定 北上川汽水域

現状評価と目標設定 北上川下流域1

現状評価と目標設定 北上川下流域2

現状評価と目標設定 北上川狭窄部

【現状】

【目標】

【現状】

【目標】

【現状】

【目標】

【現状】

【目標】

・北上大堰から河口部に至るまでの北上川汽水域は、河口に広がる広大なヨシ原にヒヌマイトトンボ、チュウヒ等が生息しているが、外来植物の増加により、生息環境の減
少が懸念される。
・多様な水際環境はニホンウナギ等の生息場となっている。

・ヒヌマイトトンボ、チュウヒ等が生息するヨシ原、ニホンウナギ等が生息する多様な水際環境の保全・創出を図る。

・ハクチョウ・カモ類の越冬地（餌場）となる低・中茎草地、ニホンウナギ等が生息する多様な水際環境、タナゴ等が生息・繁殖場するワンド・たまりの保全・創出を図る。

・岩手・宮城県境から旧北上川分派地点に至るまでの北上川下流域2では、全域にわたってハクチョウ・カモ類の集団越冬地、上流域や支川で見られる連続する瀬・淵はウ
グイの生息・繁殖場となっている。

・ハクチョウ・カモ類の越冬地（餌場）となる低・中茎草地の保全・創出及び、ウグイ等が行き来のできる河川の連続性を保全する。

・一関遊水地から岩手・宮城県境は山地が河川間際まで迫った北上川狭窄部となっており、全域に分布する河畔林にはヤマセミ等の生息・繁殖場、多様な水際環境はニホ
ンウナギ等の生息場となっている。

・ヤマセミ等が生息・繁殖する河畔林の保全、ニホンウナギ等が生息する多様な水際環境の保全・創出を図る。

・和賀川合流地点から一関遊水地に至るまでの北上川中流域1では、区間全域に分布する河畔林はコゲラ、礫河原にはイカルチドリ、低・中茎草地はマガン等の生息・繁殖
場となっている。
・瀬・淵はアユやサケ、サクラマス、スナゴカマツカの生息・繁殖場となっている。

・コゲラ等が生息・繁殖する河畔林の保全、イカルチドリ等が生息・繁殖する礫河原、マガン等が生息する低・中茎草地の保全・創出を図る。
・アユ、サケ、サクラマス、スナゴカマツカ等が生息・繁殖する瀬・淵の保全・創出を図る。

現状評価と目標設定 北上川中流域1

【現状】

【目標】

・雫石川・中津川の三川合流点付近から和賀川合流地点に至るまでの北上川中流域2では、全域に分布する河畔林にはアカゲラやササゴイ、水生植物帯はオオヨシキリ等、
168kより上流に分布する礫河原はイカルチドリ等の生息・繁殖場となっている。
・水域では瀬・淵はミサゴやアユ、サケ、サクラマス等、ワンド・たまりはタナゴ等の生息・繁殖場となっている。

・アカゲラやササゴイ等が生息・繁殖する河畔林の保全、オオヨシキリ等が生息・繁殖する水生植物帯、イカルチドリ等が生息・繁殖する礫河原の保全・創出を図る。
・ミサゴやアユ、サケ、サクラマス等が生息・繁殖する瀬･淵、タナゴ等が生息･繁殖するワンド･たまりの保全・創出を図る｡

現状評価と目標設定 北上川中流域2

【現状】

【目標】

現状評価と目標設定 北上川上流域

・四十四田ダムから中津川・雫石川三川合流地点に至るまでの北上川上流域は、河畔林にはヤマセミ等、瀬・淵にはスナヤツメ南方種が生息・繁殖している。

・ヤマセミ等が生息・繁殖する河畔林の保全、スナヤツメ南方種等が生息・繁殖する瀬・淵の保全・創出を図る。

【現状】

【目標】

・旧北上川分派地点から北上大堰に至るまでの北上川下流域1は、湛水域であり17～22k付近はハクチョウ・カモ類の集団越冬地、区間全域に分布する多様な水際環境は
ニホンウナギ等の生息場、ワンド・たまりはタナゴ等の生息・繁殖場となっている。
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河川環境の整備と保全 環境の目標設定

【現状】

【目標】

現状評価と目標設定 旧北上川汽水域

・ヒヌマイトトンボ、チュウヒ等が生息するヨシ原、ニホンウナギ等が生息する多様な水際環境の保全・創出を図る。

現状評価と目標設定 江合川、新江合川

・北上川分流地点から江合川合流地点に至るまでの旧北上川下流域では、区間全域に分布する多様な水際環境はニホンウナギ等の生息場、26km上流に多く
分布するワンド・たまりはギンブナ等の生息・繁殖場となっている｡

【現状】

【目標】 ・ニホンウナギ等が生息する多様な水際環境、ギンブナ等が生息・繁殖するワンド・たまりの保全・創出を図る。

現状評価と目標設定 旧北上川下流域

【現状】

【目標】
・江合川ではハクチョウ・カモ類の越冬地（餌場）となる低・中茎草地、ジュズカケハゼ等が生息・繁殖するワンド・たまり、ギバチ等が生息・繁殖する
瀬・淵の保全・創出を図る。
・新江合川ではナガエミクリ等の水生植物帯の保全・創出を図る。

・江合川合流地点から石巻市街地に位置する河口に至る旧北上川汽水域では、5kより上流河川敷に残るヨシ原には、ヒヌマイトトンボ、チュウヒ等が
生息しているが外来植物の増加により、生息環境の減少が懸念される。
・多様な水際環境はニホンウナギ等の生息場となっている。

・江合川では全域に低・中茎草地が分布し、26kより上流はハクチョウ・カモ類の越冬地、点在するワンド・たまりはジュズカケハゼ、瀬・淵はギバチの
生息・繁殖場となっている。
・新江合川ではナガエミクリが群落を形成している。
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イカルチドリ等が生息・繁殖
する自然裸地の保全・創出

外来植物の防除

サケ・アユ・サクラマス・ス
ナゴカマツカ等が生息・繁殖
する瀬・淵の保全・創出

コゲラ等が生息・繁殖する
河畔林の保全

現況河道断面

対策後河道断面

マガン等が生息する低・
中茎草地の保全・創出

治水と環境の両立を目指した掘削

○河道掘削に際しては、同一河川内の良好な河川環境を有する区間の河道断面を参考に、多様な生物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出を図るため、
一律で画一的河道形状を避けるなどの工夫を行う。
○掘削箇所や既存の良好な河川環境を有する箇所も含め、河川の作用による変化等をモニタリングし、順応的な対応を行う。

掘削場所における環境の保全・創出の概念図（北上川 100k付近）

【掘削方法の工夫】

• 河道掘削にあたっては、目標とする河道内の生態系に応じて、良好な環境を有
する区間の形状や冠水頻度等を参考とし、平水位に限らず掘削深や形状を工夫
するとともに、河川が有している自然の復元力も利用する。

• 外来種の防除を行うとともに、掘削深さを工夫し冠水頻度を高めることで、掘
削後の外来種の繁茂を抑制する。

良好な環境を有する区間の河道断面を参考に掘削箇所の掘削形状を検討

北上川における良好な環境を有する区間（北上川 106k付近）

イカルチドリ等が生息・繁殖
する自然裸地
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低・中茎草地
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河川環境の整備と保全 生態系ネットワークの形成

○北上川水系の生態系ネットワークでは、堰等の横断工作物が存在するものの、魚道を設けており、上流域までサケ・アユ等の回遊魚が確認されてい
る。越冬期には、流域内にある3箇所のラムサール条約の登録湿地や隣接する流域内にある大崎耕土にハクチョウ・カモ・ガン類の渡り鳥が飛翔し、
河川敷・解放水面の利用も確認されている。加えて、自然体験、環境学習等のイベントによる地域経済の活性化やにぎわいを創出している。
○魚道等の維持管理や、河道掘削に際してサケ・アユ等が生息・繁殖する瀬・淵の保全・創出、河道掘削や貯留機能の確保に際してハクチョウ・カ
モ・ガン類の渡り鳥の集団越冬地（餌場）となる低・中茎草地等の良好な河川環境の保全・創出を図る。
○生態系ネットワークの形成にあたっては、地域のさらなる魅力向上を図るため、流域の関係者と共に在り方や方向性を議論し、持続可能な環境保全
と地域活性化を目指す。

環境学習の実施と生態系に関する取組【川と人々のつながり】

水生生物調査 ブラックバス防除
（シナイモツゴ郷の会HPより）

生態系ネットワーク形成に寄与する取組
【水系をまたぐネットワーク】

↑宮城県北部の地形ヒートマップと
ラムサール登録湿地の位置関係図

北上川水系・鳴瀬川水系

生態系ネットワーク形成に寄与する取組
【縦断的なネットワーク】

堰等の横断工作物が存
在するものの、魚道を
設けており、上流域ま
でサケ・アユ等の回遊
魚が確認されている。

サケ

魚道等の維持管理や河
道掘削に際してサケ・
アユ等が生息・繁殖す
る瀬・淵の保全・創出
を図る。

サケ稚魚放流（中津川）

蕪栗沼
（宮城県大崎市ほか）

旧北上川
分流施設

北上大堰

水面で過ごすハクチョウ
（北上川）

採餌地で過ごすハクチョウ
（北上川）

河道掘削や貯留機能の確保
に際してハクチョウ・カ
モ・ガン類の渡り鳥の集団
越冬地（餌場）となる低・
中茎草地等の良好な河川環
境の保全・創出を図る。

ラムサール条約湿地を中心
に飛来する渡り鳥は、河川
敷や解放水面の利用が見ら
れる。



河川環境の整備と保全 特定外来生物等への対応

○外来植物は、ハリエンジュ、オオブタクサ、セイタカアワダチソウ等が確認されており、植物群落で外来種の占める割合が増加している。

○特定外来生物は、アレチウリ、オオハンゴンソウ、オオクチバス、ブルーギル、ウシガエル等が経年的に確認されている。

○在来生物への影響が懸念される場合は、関係機関と連携し、適切な対応を行うとともに、河川環境の維持管理に努める。

特定外来生物（植物）の確認状況

特定外来生物（動物）の確認状況

河川水辺の国勢調査実施年度
和名

R3H28H23～24H17.18H12H7

〇〇〇〇〇〇オオクチバス

〇〇〇〇ブルーギル

・アレチウリ、オオハンゴンソウが北上川、旧北上川で広く確認されており、

オオカワヂシャが分布を拡大している。

河川水辺の国勢調査実施年度
和名

R1H21H14H10H5

〇〇〇〇〇アレチウリ

〇〇オオカワヂシャ

〇〇オオキンケイギク

〇〇〇〇〇オオハンゴンソウ

〇ハナガサギク※

※ハナガサギクは、オオハンゴンソウの八重咲品種

アレチウリ

オオクチバス

河川水辺の国勢調査実施年度
和名

H27H17～18H12H7

〇〇〇〇ウシガエル

〇アライグマ

・両生類はウシガエル、哺乳類はアライグマが確認されている。

・オオクチバスは平成7年以降、ブルーギルは平成17年以降、経年的に確認されてお
り、北上川水系に定着していると考えられる。

オオハンゴンソウ
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ウシガエル

北上川水系・鳴瀬川水系

ネコヤナギ群集
ハマエンドウ群落
ハマニンニク群落
ハンノキ群落
ヒシ群落
ヒライ－カモノハシ群集
ホザキノフサモ群落
マツモ群落
ミクリ属群落
ムクノキ－エノキ群集
ヤダケ植林
ヤブガラシ群落
ヤマウルシ群落
ヤマグワ群落（低木林）
ヨモギ－メドハギ群落
樹園地
人工草地
水田
畑地（畑地雑草群落）

アレチウリ群落
ウラジロハコヤナギ群落
オオアワダチソウ群落
オオオナモミ群落
オオブタクサ群落
カモガヤ－オオアワガエリ群落
キリ植林
シバ群落
セイタカアワダチソウ群落
チャボウシノシッペイ群落
ハリエンジュ萌芽群落
フサジュンサイ群落
メマツヨイグサ－マルバヤハズソウ群落
モウソウチク植林
アイアシ群集
アカマツ群落
アズマザサ群落
イタドリ群落
イボクサ群落
ウキヤガラ－マコモ群集
ウリカワ－コナギ群集
オオクグ群落
オオヨモギ－オオイタドリ群落
オギ群落

外来植物群落
オギ群落
オノエヤナギ群落
オヒシバ－アキメヒシバ群集
カスミザクラ群落
カツラ群落
ガマ群落
カワラヨモギ－カワラハハコ群落
ギシギシ群落
クズ群落
クロマツ群落（低木林）
ケヤキ群落
コウボウシバ群落
コウホネ群落
コリヤナギ群落
シオクグ群集
シロヤナギ・オオタチヤナギ群落
シロヤナギ群集
ススキ群落
タコノアシ群落
チガヤ群落
チマキザサ群落
ツルヨシ群集
ヌルデ－アカメガシワ群落
ノイバラ群落

イタチハギ群落
ウルシ群落
オオイヌタデ－オオクサキビ群落
オオハンゴンソウ群落
オニウシノケグサ群落
カラマツ植林
シダレヤナギ植林
シンジュ群落
セイヨウカラシナ群落
ハリエンジュ群落
ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落
マダケ植林
メリケンカルカヤ群落
ヤナギ－ハリエンジュ混生林
アカシデ群落
アカマツ群落（低木林）
アズマネザサ群落
イヌコリヤナギ群集
イ群落
ウシノシッペイ群落
エゾノキヌヤナギ－オノエヤナギ群集
オオバヤナギ－ドロノキ群集
オカヒジキ群落

オニグルミ群落
オノエヤナギ群落（低木林）
カサスゲ群落
カゼクサ－オオバコ群集
カナムグラ群落
カワヤナギ群落
カンガレイ群落
クコ群落
クヌギ群落
クワ畑
ケヤキ群落（低木林）
コウボウムギ群落
コナラ群落
サンカクイ－コガマ群集
ジャヤナギ－アカメヤナギ群集
シロヤナギ・オオタチヤナギ群落（低木林）
スギ･ヒノキ植林
セリ－クサヨシ群集
タチヤナギ群集
チゴザサ－アゼスゲ群集
ツルマメ群落
ナガエミクリ群落
ネコヤナギ群集

ヌルデ－アカメガシワ群落
ノイバラ群落
ハマナス群落
ハマヒルガオ群落
ハンノキ群落（低木林）
ヒメガマ群落
フサモ群落
ホソバノハマアカザ－ハママツナ群集
ミクリ群落
ミゾソバ群落
メヒシバ－エノコログサ群落
ヤナギタデ群落
ヤマアワ群落
ヤマグワ群落
ヨシ群落
果樹園
植栽樹林群
人工裸地
茶畑

外来植物群落の確認状況

グラウンド等、人工構造物、自然裸地、開放水面を除く

・植物群落のうち、外来植物群落が占める割合は増加傾向であり、ハリエンジュ群
落が最も多く確認され、近年はオオブタクサ群落も増加傾向にある。

▲再繁茂対策
ハリエンジュ樹皮剝ぎ

▲再繁茂対策試験施工
（薬液注入）

ハリエンジュ、イタチハギ等



⑤河川環境・河川利用について ポイント

○鳴瀬川水系では基本高水のピーク流量が増加することから、さらなる河道掘削や遊水地等の
河川整備が必要となるため、整備の実施にあたっては、上下流一律で画一的な河道形状を避
ける等の工夫や旧川の活用等を通じて、鳴瀬川水系の動植物の良好な生息・生育・繁殖環境
の保全・創出を図る。

○河道掘削においては、多様な生物が生息・生育・繁殖する水際環境を保全・創出するため、
同一河川内の良好な河川環境を有する区間の河道断面を参考に、従前の掘削箇所におけるモ
ニタリング結果から得られた知見等も活用し、掘削形状を検討する。

○生物の多様性が向上することを目指し、動植物に関する近年の調査結果や蓄積したデータを
踏まえ、河川の各区間での動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出の方針、外来種への
対応を明確化する。あわせてラムサール条約登録湿地でありマガン等渡り鳥の飛来する伊豆
沼・内沼の自然再生協議会や世界農業遺産としての大崎耕土の取組と連携した生態系ネット
ワークの形成を推進する。

○人と河川との豊かなふれあいを確保すべく、自然とのふれあい、歴史、文化、環境の学習が
できる場、清掃活動やカヌー教室などの地域住民の利活用の場の整備・保全を図る。

○流水の正常な機能を維持するため必要な流量（正常流量）は、平成18年度の現行の基本方針
策定時から近年の水利流量の見直し等を踏まえ必要流量を検討した結果、今回変更はない。

北上川水系・鳴瀬川水系
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動植物の生息・生育・繁殖環境 動植物の生息・生育・繁殖環境等の経年変化
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北上川水系・鳴瀬川水系
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水温（℃）

水温 （鳴瀬川） の経月変化

2019
2020
2021
2022
2023

月最大平均(1999~2023)
月最小平均(1999~2023)

草本群落 樹林 その他 開放水面

※鳴瀬川、吉田川の合計を採用

一年生草本群落

注）1993年度は調査要領が現在と異なり、
近年の調査結果とは条件大きくが異なる。

基本方針策定後
基本方針策定後

基本方針策定後

基本方針策定後

水温の経年変化

○鳴瀬川水系では、現行の河川整備基本方針策定（平成17年）以降、魚類、鳥類ともに確認種数、重要種数の顕著な経年的変化は見られない。

○河道内の植物群落は、一年生草本群落の面積割合が増加傾向となっている。

○鳴瀬川直轄管理区間の年平均気温（鹿島台）や水温（小野）については近年上昇傾向にある。現在、生態系へ大きな影響は見られないが、水国調査等
を通じモニタリングを継続する。

○水温、動植物の生息・生育・繁殖環境等に係る観測・調査を継続的に行い、気候変動による河川環境への影響について把握に努める。

近年、一年生草本群落が増加。

魚類相の経年変化 鳥類相の経年変化

河道内の植物群落の経年変化

気温・水温の経年・経月変化



河川環境の整備と保全 東北地方太平洋沖地震による環境変化（河口部）

平成22年9月8日（地震前） 平成23年3月23日（地震・津波被災後）

河口砂州の発達
・塩水遡上の抑制
・河道内への砂州の堆積抑制

河口部の砂州が流失

津波によりクロマツ植林が消失

○東北地方太平洋沖地震による広域的な地盤沈下や津波による影響で、河口部の砂州の流失やそれに伴う塩水遡上の増加、クロマツ植林が消失するなど大きな
変化が生じている。
○震災から7年で、河川堤防、海岸堤防等の整備事業は完了し、現在は消失した砂州が再形成されたが、クロマツは再生していない。
○魚類は、震災後も確認種数が増加していたが、平成27年からは減少傾向となっている。砂州が流失したことで海水が入りやすくなり、震災前と比較しても純
淡水魚が減少傾向となっている。
○陸上昆虫類は、震災後も確認種数が増加傾向、鳥類は、クロマツ植林の消失などにより、森林性種の確認種数が震災後に低下したが、回復傾向である。
○東北地方太平洋沖地震以降、環境が大きく変化している。引き続きモニタリングにより、河口部の環境変化の把握に努める。

令和6年7月2日（現在）

広がるクロマツ林
クロマツ植林の消失(継続)

流失した砂州が復元

北上川水系・鳴瀬川水系
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河川環境の整備と保全 主な種の生息場及び個体数の変遷【鳴瀬川 中流部】
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北上川水系・鳴瀬川水系
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※当該区間の自然裸地は、ほぼ全域において砂礫河原である。
※H14調査はH14.7洪水後の調査であったため、自然裸地の面積が増加した可能性がある。

ハクチョウ・カモ類の個体数（鳴瀬川中流部）低・中茎草地の面積（鳴瀬川中流部）
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※河川水辺の国勢調査結果を整理
※H16 (調査地区を設定)とH24～R5(1km ピッチで連続的に観察)では調査方法が異なるた
め、その前後での個体数の比較は行わない

継続的に生息

二ホンウナギの個体数（鳴瀬川中流部）水際の自然度（鳴瀬川中流部）

継続的に生息

○河道掘削により現行の河川整備計画から河道配分流量を増大させる鳴瀬川鳴瀬川中流部では、低・中茎草地はハクチョウ・カモ類の集団越冬地（餌
場）、多様な水際環境(自然河岸)はニホンウナギの生息場となっている。

○低・中茎草地の面積は平成18年以降横ばいにあり、ハクチョウ・カモ類も継続的な生息が確認されている。河道掘削を実施するにあたっては、低・中
茎草地の保全・創出に加え、継続してモニタリングを行っていく。

○水際の自然度については、平成23年以降、高く横ばいにあり、ニホンウナギは継続的な生息が確認されている。河道掘削を実施するにあたっては、多
様な水際環境(自然河岸)の保全・創出に加え、継続してモニタリングを行っていく。

○これまでの河川水辺の国勢調査により、一定程度調査データが蓄積されてきていることを踏まえ、低・中茎草地や多様な水際環境(自然河岸)が、ハク
チョウ・カモ類やニホンウナギの生息場として機能しているかモニタリング・分析しながら、順応的管理を行っていく。

※水際の自然度：自然河岸の延長(土で被覆又は植物が繁茂)と水際線の延長距離の割合

100 100 100100 100 100
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※河川水辺の国勢調査 魚類調査地点 2地点(17～18k、24～25k区間)の面積を整理



良好な環境を有する
代表的な区間

河川環境の整備と保全 現状分析と目標設定（生息場の分布、相対評価）【鳴瀬川 10～34k 中流部】

○10k～34kまでは、河床勾配は緩やかで、平野部を流下し沿川は宅地・農地となっている。
○22k付近では、鳴瀬川中流堰上流の湛水域となっている。

目標とする良好な区間の環境 二ホンウナギ

河川環境の現状

○多様な水際環境はニホンウナギ等が生息し、点在するワンド・たまりはフナ類や
ドジョウ等が生息、周辺には、ハクチョウ・カモ類の集団越冬地が分布する。

保全・創出

○ニホンウナギ等の生息環境となる多様な水際環境、フナ類やドジョウ等が生息・
繁殖するワンド・たまり、ハクチョウ・カモ類の越冬地（餌場）となる低・中茎
草地の保全・創出を図る。

良好な環境を有する
代表的な区間
（13.0k～14.0k） 主な水域の凡例

：早瀬（岩盤）
：早瀬（大石）
：早瀬（石）
：早瀬（砂礫）
：早瀬（不明）
：淵
：干潟（砂）
：湛水域
：ワンド・たまり
：湧水箇所
：流入支川
：樋門・樋管

主な植生の凡例

■：一年生草本群落
■：多年生広葉草本群落
■：ヨシ群落
■：ツルヨシ群落
■：オギ群落
■：その他の単子葉草本群落
■：ヤナギ林
■：その他の低木林
■：落葉広葉樹林
■：植林地
■：人工草地
■：自然裸地

北上川水系・鳴瀬川水系
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良好な環境を有する代表
的な区間
生息場の多様性、生物と
の関わりの強さの評価値
が高い区間の中から、視
点場のある13-14k区間を
設定



河川環境の整備と保全 環境の目標設定

【鳴瀬川汽水域：
河口～4k】

【鳴瀬川下流部：
4～10k 】

【鳴瀬川中流部：
10～34k 】

【鳴瀬川上流部：
34k～ 】

〇多様な水際環境はニホンウナギ等が生息し、砂泥底や水際等ではハゼ類、ヨシ原やアイアシ等の抽水植物帯ではオオヨシキリ等が生息
、周辺ではハクチョウ・カモ類集団越冬地が確認されている。

【現状】

〇ニホンウナギ等の生息環境となる多様な水際環境、ハゼ類の生息・繁殖する干潟や汽水環境、オオヨシキリ等が生息・繁殖するヨシ原
やアイアシ等の抽水植物帯、ハクチョウ・カモ類の越冬地（餌場）となる低・中茎草地の保全・創出を図る。

【目標】

〇多様な水際環境はニホンウナギ等が生息し、点在するワンド・たまりはフナ類やミナミメダカ等が生息、周辺にはハクチョウ・カモ類
の集団越冬地が分布する。

【現状】

○ニホンウナギ等の生息環境となる多様な水際環境、フナ類やミナミメダカ等が生息・繁殖するワンド・たまり、ハクチョウ・カモ類の
越冬地（餌場）となる低・中茎草地の保全・創出を図る。

【目標】

○多様な水際環境はニホンウナギ等が生息し、点在するワンド・たまりはフナ類やドジョウ等が生息、周辺には、ハクチョウ・カモ類の
集団越冬地が分布する。

【現状】

○ニホンウナギ等の生息環境となる多様な水際環境、フナ類やドジョウ等が生息・繁殖するワンド・たまり、ハクチョウ・カモ類の越冬
地（餌場）となる低・中茎草地の保全・創出を図る。

【目標】

○ 点在するワンド・たまりはフナ類、ジュズカケハゼ、ドジョウ等の生息しており、周辺には、ハクチョウ・カモ類の集団越冬地が分布
する。また、県管理区間にはアユ・サケの繁殖場がある。

【現状】

○フナ類、ジュズカケハゼ、ドジョウ等が生息・繫殖するワンド・たまり、ハクチョウ・カモ類の越冬地（餌場）となる中・茎草地の保全
・創出を図る。

【目標】

■ 鳴瀬川
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【吉田川汽水域：
河口～5k】

【吉田川中下流部：
5～29k 】

【吉田川上流部：
29k～ 】

■ 吉田川

〇多様な水際環境はニホンウナギ等が生息し、砂泥底や水際等ではハゼ類、ヨシ原やアイアシ等の抽水植物帯ではオオヨシキリ等が生息、
周辺ではハクチョウ・カモ類集団越冬地が確認されている。

【現状】

〇ニホンウナギ等の生息環境となる多様な水際環境、ハゼ類の生息環境となる干潟や汽水環境、オオヨシキリ等が生息・繁殖するヨシ原や
アイアシ等の抽水植物帯、ハクチョウ・カモ類の休息場となる浅場の保全・創出を図る。

【目標】

○多様な水際環境では、ニホンウナギ等が生息し、点在するワンド・たまりではフナ類やミナミメダカが生息、生息周辺にはハクチョウ・
カモ類の集団越冬地が分布する。

【現状】

○ニホンウナギ等の生息環境となる多様な水際環境、フナ類やミナミメダカが生息・繁殖するワンド・たまり、ハクチョウ・カモ類の越冬
地（餌場）となる低・中茎草地の保全・創出を図る。

【目標】

○ 分布するワンド・たまりでは、フナ類やジュズカケハゼ、ドジョウ等が生息、瀬や淵はアユ、ウグイ、サケ等の生息場となっており、
周辺には、ハクチョウ・カモ類の集団越冬地が分布する。

【現状】

○フナ類やジュズカケハゼ、ドジョウ等が生息・繁殖するワンド・たまり、アユ、ウグイ、サケ等が生息・繁殖する瀬と淵、ハクチョウ
・カモ類の越冬地（餌場）となる低・中茎草地の保全・創出を図る。

【目標】

北上川水系・鳴瀬川水系



治水と環境の両立を目指した掘削

鳴瀬川における良好な環境を有する区間（鳴瀬川 13.9k付近）

鳴瀬川の掘削場所における環境の保全・創出の概念図（21.3k付近）

ハクチョウ・カモ類が生息す
る低・中茎草地の保全・創出

緩傾斜での掘削

ニホンウナギ等の生息環境となる多様な
水際環境の保全・創出

平水位

フナ類が生息・繁殖するワンド・
たまりの保全・創出

フナ類が生息・繁殖する
ワンド・たまり

ハクチョウ・カモ類が
生息する低・中茎草地

ニホンウナギ等が生息
する多様な水際環境

平水位

現況河道

：対策後河道断面
：現況河道断面

○河道掘削に際しては、同一河川内の良好な河川環境を有する区間の河道断面を参考に、魚類等の生息・生育・繁殖環境の保全・創出を図るため、一律
で画一的河道形状を避けるなどの工夫を行う。
○掘削箇所や既存の良好な河川環境を有する箇所も含め、河川の作用による変化等をモニタリングし、順応的な対応を行う。

外来植物の防除

セイタカ
アワダチソウ

：基準地点
：主要な地点●

（単位：m3/s）

■

鳴瀬川水系の流量配分図

三本木■

野田橋●

■落合

4,100鳴瀬川

新江合川

善川

吉田川

竹林川

石
巻
湾

3,300

下流部
鳴瀬川
中上流部

吉田川
中上流部

5,300

●野蒜

【現行】

三本木■

野田橋● ●野蒜

■落合

4,100鳴瀬川

新江合川

善川

吉田川

竹林川

石
巻
湾

1,700

3,300

下流部
鳴瀬川
中上流部

吉田川
中上流部

700

5,400

【掘削方法の工夫】

• 河道掘削にあたっては、目標とする河道内の生態系に応じて、良好な環境を有する区間の形状や冠水頻度等を参考とし、平水位に限らず掘削深や形状を工夫
するとともに、河川が有している自然の復元力も利用する。

• 外来種の防除を行うとともに、掘削深さを工夫し冠水頻度を高めることで、掘削後の外来種の繁茂を抑制する。

：基準地点
：主要な地点●

（単位：m3/s）

■

【変更】

良好な環境を有する区間の河道断面を参考に掘削箇所の掘削形状を検討

北上川水系・鳴瀬川水系
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河川環境の整備と保全 生態系ネットワークの形成

○鳴瀬川水系の生態系ネットワークでは、堰等の横断工作物が存在するものの、魚道を設けており、上流域までウグイ等の回遊魚が確認されている。
越冬期には、流域内にある大崎耕土や隣接する流域内にある3箇所のラムサール条約の登録湿地にハクチョウ・カモ・ガン類の渡り鳥が飛翔し、河川
敷・解放水面の利用も確認されている。加えて、自然体験、環境学習等のイベントによる地域経済の活性化やにぎわいを創出している。
○魚道等の維持管理や、河道掘削に際してウグイ等が生息・繁殖する瀬・淵の保全・創出、河道掘削や貯留機能の確保に際してハクチョウ・カモ・ガ
ン類の渡り鳥の集団越冬地（餌場）となる低・中茎草地等の良好な河川環境の保全・創出を図る。
○生態系ネットワークの形成にあたっては、地域のさらなる魅力向上を図るため、流域の関係者と共に在り方や方向性を議論し、持続可能な環境保全
と地域活性化を目指す。

水生生物調査 ブラックバス防除
（シナイモツゴ郷の会HPより）

田んぼでえさを食べるガン・カモ類

ラムサール条約湿地を中心
に飛来する渡り鳥は、河川
敷や解放水面の利用が見ら
れる。

堰等の横断工作物が存
在するものの、魚道を
設けており、上流域ま
でウグイ等の回遊魚が
確認されている。

魚道等の維持管理や河
道掘削に際してウグイ
等が生息・繁殖する
瀬・淵の保全・創出を
図る。

河道掘削や貯留機能の確保
に際してハクチョウ・カ
モ・ガン類の渡り鳥の集団
越冬地（餌場）となる低・
中茎草地等の良好な河川環
境の保全・創出を図る。

河道掘削箇所を休息場と
するハクチョウ（吉田川）

ウグイ

北上川水系・鳴瀬川水系

↑宮城県北部の地形ヒートマップと
ラムサール登録湿地の位置関係図

浅場で過ごすハクチョウ
（鳴瀬川）

三本木橋
(三本木)

三本木

落合
滑川

青野川

花川

保野川

田川

烏川

宮床川
南川

味明川
西川

筒砂子川

二ツ石川

澄川

善川

竹林川

新江合川

鞍坪川

多田川

鳴瀬川

吉田川

漆沢ダム
（再開発）

南川ダム
（県）

宮床ダム
（県）

鳴瀬川ダム

石巻湾

生態系ネットワーク形成に寄与する取組
【水系をまたぐネットワーク】

生態系ネットワーク形成に寄与する取組
【縦断的なネットワーク】

環境学習の実施と生態系に関する取組
【川と人々のつながり】
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群落面積の割合

ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落
アレチウリ群落
オオブタクサ群落
セイタカアワダチソウ群落
カモガヤ－オオアワガエリ群落
オニウシノケグサ群落
イタチハギ群落
シンジュ群落
ハリエンジュ群落
浮葉植物群落
塩沼植物群落
砂丘植物群落
一年生草本群落
多年生広葉草原
単子葉草本群落_ヨシ群落
単子葉草本群落_ツルヨシ群落
単子葉草本群落_オギ群落
単子葉草本群落_その他の単子葉草本群落
ヤナギ低木林
ヤナギ高木林
その他の低木林
落葉広葉樹林
植林地(竹林)
植林地(スギ・ヒノキ)
植林地(その他)
果樹園
畑
水田
人工草地

河川環境の整備と保全 特定外来生物等への対応

○外来植物は、オオブタクサ、セイタカアワダチソウ、イタチハギ等が確認されており、植物群落で外来種の占める割合が増加している。
○特定外来生物は、アレチウリ、オオハンゴンソウ、ブルーギル、オオクチバス、コクチバス、ウシガエルが経年的に確認されている。
○在来生物への影響が懸念される場合は、関係機関と連携し、適切な対応を行うとともに、河川環境の維持管理に努める。

外来植物群落の確認状況

群落等面積（ha）
植物群落名

R3H28H23

0.42 0.92 0.03 ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落

0.58 0.26 0.40 アレチウリ群落

74.92 3.74 22.62 オオブタクサ群落

50.12 36.13 20.09 セイタカアワダチソウ群落

1.57 4.58 0.32 カモガヤ－オオアワガエリ群落

2.50 3.48 0.00 オニウシノケグサ群落

15.76 4.96 0.63 イタチハギ群落

1.09 0.74 0.53 シンジュ群落

1.46 0.89 0.82 ハリエンジュ群落

外来種
4.5％

外来種
5.7％

外来種
14.4％

※グラウンド等、人工構造物、自
然裸地、開放水面を除く

外来種割合が増加
している

・植物群落のうち、外来植物群落が占める割合は増加傾向であり、オオブ
タクサ群落が最も多く確認されている。

北上川水系・鳴瀬川水系

特定外来生物（植物）の確認状況

特定外来生物（動物）の確認状況

河川水辺の国勢調査実施年度
和名

R4H24H17,18H13H7

●●●●●アレチウリ

●●●●●オオハンゴンソウ

・オオクチバスは平成10年以降、ブルーギルとコク
チバスは平成20年以降に経年的に確認されており
、鳴瀬川水系に定着していると考えられ、今後の
増加が懸念される。
・両生類では、ウシガエルが平成4年度以降継続的に
確認されている。
・鳥類では、ガビチョウが令和5年に新規確認されて
いる。

・アレチウリ、オオハンゴン
ソウは鳴瀬川において広く
分布しており、経年的に確
認されおり、鳴瀬川水系に
定着していると考えられ、
今後の増加が懸念される。

アレチウリ

オオハンゴンソウ

ブルーギル

オオクチバス

河川水辺の国勢調査実施年度
和名

R6H30H25H20H15H10H5

●●●●ブルーギル

●●●●●●オオクチバス

●●●●コクチバス

鳴瀬川40.7kp
防除実施状況
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取組の概要

/

○「鳴子ダム」の最低水位以下に貯留された流水からの補給（異常渇水補給）と、臨時的な水利使用許可をした「岩堂沢ダム（宮城県管理、農業用ダム）」か
らの放流により、大崎耕土に出穂期のかんがい用水を継続補給した。
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令和7年 渇水対応 農政事業と連携し大崎耕土のかんがい用水を補給 北上川水系・鳴瀬川水系

出典：地理院地図にダムを追記して掲載

①鳴子ダム（宮城県大崎市）

②岩堂沢ダム（宮城県大崎市）

位置図

最新にする

鳴子ダム

岩堂沢ダム
・水利使用者（農林水産省）は、現行水利権における
取水量（注水量）及び年間総取水量を増量し放流を実施。

・異常渇水補給によるかんがい用水の補給を継続。

東北地方整備局は、国営大崎地区かんがい用水の渇水に
おける緊急的な対応として、水利使用者（農林水産省）から
の水利権の変更申請に対して「迅速かつ柔軟」に許可。

① 鳴子ダムの異常渇水補給状況（R7.8.8） ② 岩堂沢ダムの放流状況（R7.8.7）

なるこ

がんどうさわ



○ 6月から7月の小雨により北上川の水量も低下傾向となり、北上大堰（宮城県石巻市）の上流では河川水の滞留による水質悪化や、下流では水量不足による貧酸素状態
が続いていたことから、水道用水への影響やシジミなどの漁業への影響が懸念されたため、令和7年8月8日（金）、北上大堰の特例操作によるリフレッシュ放流を行い、
北上川の水質改善を図った。

令和7年 渇水対応 北上大堰リフレッシュ放流による水質改善 北上川水系・鳴瀬川水系

取組の概要

/

通常操作（10m3/s)
5号フラップゲート

リフレッシュ放流(80m3/s)
4号メインゲート

アンダーフロー

リフレッシュ放流状況（令和7年8月8日）

切替操作（10m3/s)
3号フラップゲート 取水塔

臭気原因物質濃度

8月6日（水） 66.2ng/L
8月7日（木） 33.9ng/L

8月8日（金）
（リフレッシュ放流前）

12.5ng/L
（リフレッシュ放流後）

8.5ng/L

放流等により数値が改善

水道事業者からの水質改善要請

○令和7年8月6日（水）16時30分～
水道事業者から水質改善の相談を受けた。（相談内容は以下のとおり）
「臭気原因物質の濃度が高く、臭気を除去する対策に苦慮している。これ以上濃度が増加した場合、浄水処理に支障をきたし節水制限等の対策を行
わなければならない。水質改善のために滞留している河川水の放流を行って欲しい。」
○通常は右岸側5号ゲートから放流を行っているが、左岸側3号ゲートからの放流に切替。（8/6 17:10）
○8月7日には臭気原因物質濃度が低下するなど一定の効果は見られたが、さらなる改善のためリフレッシュ放流の実施を決定。
○令和7年8月8日（金）9時27分～11時27分
北上川流域に一定程度の降雨があり、放流操作を行っても利水者等に与える影響が少ないことから、通常放流を行っている5号ゲートからの放流を北
上大堰操作規則（第5条）に基づく特例操作である一時的な増放流（リフレッシュ放流）として4号ゲートから放流を行い水質改善を図った。
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⑥ 総合的な土砂管理
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○ 山地（砂防）領域では、火山性の荒廃山地であり、岩手山・秋田駒ヶ岳の火山活動の活発
化に伴う土砂災害も懸念されているため、砂防施設の整備を進めている。

○ ダム領域では、計画よりも土砂堆積が進行しているダムにおいては、貯砂床止め等の整備
や土砂掘削を実施しており、掘削土は道路改良や民間の造成工事等へ有効活用している。

○ 河道領域では、上流区間（岩手県側）の一部で二極化による河床低下、下流区間（宮城県
側）の一部で局所的な河床低下が確認される箇所もあるが、区間全体では概ね安定傾向に
ある。また、下流区間（宮城県側）及び旧北上川においては、東北地方太平洋沖地震の影
響により河床が低下していたが、その後の余効変動により徐々に戻りつつある。

○ 河口領域では、東北地方太平洋沖地震の津波により大きく変動した砂州等が移動・拡大し
ている。今後も河川管理等への影響を確認するため、砂州等の河口地形のモニタリングを
継続していく。

○ 北上川の海岸領域では、東北地方太平洋沖地震により汀線が完全に消失したが、復興事業
による海岸堤防や消波ブロックの整備により汀線が復元している。旧北上川の海岸領域で
は、若干汀線の後退傾向が見られるものの、ヘッドランド工等の対策を実施しており、大
きな影響は見られない。今後も汀線の変化に留意し、モニタリングを継続していく。

○ 総合的な土砂管理は、治水・利水・環境のいずれの面においても重要であり、相互に影響
し合うものであることを踏まえ、各領域の経年的変化の定量的な把握や適切な維持に努め
るとともに、関係機関と連携を図りながら必要な対策を進め、河川の総合的な保全と利用
を図る。

⑥総合的な土砂管理 ポイント
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総合的な土砂管理 北上川流域の概要

○北上川流域の八幡平山系は、火山性の荒廃山地であり、加えて、岩手山・秋田駒ヶ岳の火山活動の活発化に伴う土砂災害も懸念されていることから、火山
土石流対策として砂防施設の整備を進めている。

○岩手県側に五大ダム、宮城県側に鳴子ダムが建設されており、土砂堆積が進んでいるダムでは貯砂床止め等の整備や計画的な土砂掘削を実施している。

○河道領域では、一部で河道の二極化による局所的な河床低下が見られるが、全区間を通して概ね安定傾向にある。

○河口・海岸領域では、平成23年3月東北地方太平洋沖地震により砂州等の形状が大きく変動しており、今後も河川管理への影響等を確認するため、引き
続き砂州等の河口地形のモニタリングを継続していく。

山地（砂防）領域

ダム領域

河道領域

河口領域

海岸領域

• 直轄砂防事業では、胆沢川直轄砂防事業、下嵐江地区直轄地すべり対策事業、栗駒山系直轄砂防事業を実施して
きた。

• 現在は、岩手山及び秋田駒ヶ岳において八幡平山系直轄砂防事業として砂防施設整備を進めている。
• 岩手山周辺では、平成23年9月洪水や平成25年8月・9月洪水後に新規崩壊や崩壊拡大が多く確認されている。

• 河口領域では、東北地方太平洋沖地震により大きく変動した砂州等が移動や拡大している。今後も河川管理
への影響等を確認するために、砂州等の河口地形のモニタリングを継続していく。

• 旧北上川の河口部では、導流堤が設置されており、河口閉塞等の問題は発生していない。

• 四十四田ダム、御所ダム、湯田ダム、胆沢ダムでは、土砂堆積が進んでいることから貯砂床止め等の整備や
計画的な土砂掘削を進めている。今後も継続的に堆砂傾向を把握し、容量の確保を図る。

• 掘削土は、近隣市町村等と調整し、道路改良や民間の造成工事等へ有効活用している。

• 北上川上流（岩手県側）及び江合川では、一部で砂州発達及び樹林化の進行に伴い二極化しており、局所的
な河床低下が確認される箇所もあるが、全区間を通して概ね安定傾向にある。

• 北上川下流（宮城県側）では、構造物周辺で局所的な洗掘が確認されているものの、概ね安定傾向にある。
• 旧北上川では、砂利採取等により河床が低下していたが、近年大きな変動はなく概ね安定傾向にある。
• 北上川下流（宮城県側）、旧北上川、江合川では、東北地方太平洋沖地震後に広域地盤沈下の影響で河床低
下していたが、余効変動により徐々に戻りつつある。

• 北上川の海岸領域では、東北地方太平洋沖地震による津波により汀線が完全に消失したが、復興事業によ
る海岸堤防や消波ブロックの整備により汀線が復元している。

• 旧北上川の海岸領域では、若干汀線の後退傾向が見られるものの、ヘッドランド工等の対策を実施してお
り、大きな影響は見られない。
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四十四田ダム
S43竣工

湯田ダム
S39竣工
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北
上
川

【山地（砂防）領域】

【海岸領域】

【河口領域】

【河道領域】

稗貫川

豊沢川

御所ダム
S56竣工

胆沢川

石川

【ダム領域】
江合川流域

【ダム領域】
北上川流域

田瀬ダム
S29竣工

河道掘削
（H21～現在）

砂利採取
（S34～H13）

ダム整備
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大規模出水
（S22,S23,S33,S62,H14,H25）

青文字：土砂動態を変化させる主な要因

雫石川

流域図（北上川流域の特性）

流域界

大臣管理区間

直轄管理ダム

秋田県
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北上川水系・鳴瀬川水系

旧北上川

北上川

砂防堰堤整備
（H2～現在）

【ダム領域】
北上川流域

石淵ダム
H24胆沢ダムへ引継ぎ

お ろ せ



○北上川流域では、昭和22年カスリン台風、昭和23年アイオン台風を契機として、岩手県側の五大ダムと宮城県側の鳴子ダムの建設を推進した。

○四十四田ダムでは、上流に位置する旧松尾鉱山の酸性水処理（中和剤直接投入）の影響で、昭和56年までは計画の4倍のスピードで堆砂が進んでいたが、
昭和57年4月の新中和処理施設稼働後は概ね計画に近い堆砂速度となっている。

○胆沢ダム等では、計画よりも土砂堆積が進んでいるため、貯砂床止め等の整備や計画的な土砂掘削を進めている。御所ダムでは、掘削による発生土を道路
改良や民間の造成工事等に有効活用している。他ダムにおいても、治水・利水機能を維持するため継続的に堆砂傾向を把握し、必要容量の確保を図る。

総合的な土砂管理 ダム領域の状況

ダム堆砂量の経年変化

竣工年：S32

管理開始～66年目(R5年度時点)

貯砂ダム竣工

竣工年：S29

管理開始～69年目(R5年度時点)

竣工年：S43

堆砂が多い

管理開始～55年目(R5年度時点)

貯砂床止め竣工

新中和処理施設

稼働（S57.4）

堆砂量算出方法の見直しによる減少

管理開始～59年目(R5年度時点)

竣工年：S39貯砂ダム竣工

竣工年：S56

管理開始～42年目(R5年度時点)

竣工年：H25

管理開始
～10年目(R5年度時点)

貯砂ダム竣工

胆沢ダムは、石淵ダム
(昭和28年竣工)の再開発
として、平成25年に完成。 67

北上川水系・鳴瀬川水系

北上川流域内の直轄・補助ダム位置図

ダム位置図

掘削による発生土（第2種建設発生土相当）は、
近隣市町村等と調整し、道路改良や民間の造成
工事等に有効活用し、双方のコスト縮減に貢献

御所ダム土砂掘削状況

平成28年貯砂床止め設置

胆沢貯砂ダム

鳴子貯砂ダム

平成14年貯砂ダム設置

平成25年貯砂ダム設置

昭和60年貯砂ダム設置
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○ 山地（砂防）領域では、土砂災害の発生防止のため宮城県による砂防施設の整備が平成14年まで
に進められてきた。現在大きな崩壊地は見られない。

○ ダム領域は、補助ダムが3基、利水ダムが5基あり、新たに鳴瀬川総合開発事業（鳴瀬川ダム建
設・漆沢ダム再開発）が進められている。吉田川流域のダムにおいては概ね計画通りの堆砂と
なっている一方で、鳴瀬川流域のダムでは計画以上の速度で堆砂が進行しており、特に漆沢ダム
で堆砂が進んでいるが、漆沢ダムの洪水調節専用化によって新たに排砂設備が設置され、堆砂し
た土砂が下流河道へ供給されることが期待される。

○ 河道領域は、鳴瀬川では東北太平洋沖地震に伴う津波により、河口部で土砂が大きく減少したが、
その後の洪水を経て回復傾向にある。吉田川では、近年の出水や河道掘削等の影響により土砂減
少の傾向が見られる。河道掘削箇所の再堆積にも留意し、モニタリングを継続していく。

○ 河道領域は、鳴瀬川総合開発事業により、鳴瀬川の土砂移動が回復し、下流河道の河床材料に変
化が予測されるため、継続してモニタリングを実施する。

○ 河口領域は、平成23年東北地方太平洋沖地震の津波や令和元年の出水により河口砂州が流失した
が、その後、宮城県・東松島市が河口砂州の復元工事を実施している。河口砂州については、津
波、大規模出水等による大きな変動を受けたことから、今後も継続的なモニタリングが必要であ
る。

○ 海岸領域は、鳴瀬川河口部の東側では若干の汀線の後退傾向が見られるものの、宮城県により離
岸堤や突堤が整備されており、近年は汀線に大きな変化は見られない。

○ 総合的な土砂管理は、治水・利水・環境のいずれの面においても重要であり、相互に影響し合う
ものであることを踏まえ、各領域の経年的変化の定量的な把握や適切な維持に努めるとともに、
関係機関と連携を図りながら必要な対策を進め、河川の総合的な保全と利用を図る。

北上川水系・鳴瀬川水系



総合的な土砂管理 概要、鳴瀬川流域の特性

山地（砂防）領域

ダム領域

海岸領域

・地質は、山形県境一帯に山内層の砂岩が分布し、水源地である船形山一帯
には安山岩が、北側には溶結凝灰岩が、環状に広く分布している。

・土砂災害の発生防止のため宮城県により砂防堰堤の整備が進められ、平成14
年までに75基の砂防堰堤を整備している。

・山地（砂防）領域に現在大きな崩壊地は見られない。

・鳴瀬川流域には補助ダムが3基、利水ダムが5基あり、新たに鳴瀬川総合開発事
業（鳴瀬川ダム建設・漆沢ダム再開発）が進められている。

・吉田川流域の南川ダムは概ね計画通りの堆砂が進行しており、宮床ダムは地震
の影響と推定される堆砂の進行が見られるものの、それ以降はほぼ横ばいで進
行している。

・鳴瀬川流域の漆沢ダムについては計画以上の速度で堆砂が進行しているが、漆
沢ダムの洪水調節専用化によって新たに排砂設備が設置され、堆砂した土砂が
下流河道へ供給されることが期待される。

・鳴瀬川では東北太平洋沖地震に伴う津波により、河口部で土砂が大きく減少
したが、その後の洪水を経て回復傾向にある。
・吉田川では近年の出水や河道掘削等の影響により土砂の減少傾向が見られる。
・鳴瀬川総合開発事業により、鳴瀬川の土砂移動が回復し、下流河道の河床材
料に変化が予測されるため、継続してモニタリングを実施する。

河道領域

・津波により被災した導流堤は平成28年に復旧した。
・津波や大規模出水により砂州が流失し、復元工事が実施されている。

河口領域

・鳴瀬川河口部より東側では若干の汀線の後退傾向が見られるものの、宮城県に
よる離岸堤や突堤の整備により、近年は汀線に大きな変化は見られない。

・鳴瀬川河口より西側では、西向きの沿岸漂砂が卓越しており、堆砂が確認でき
る。

地理院タイル（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を加工し作成

漆沢ダム

二ツ石ダム

南川ダム

宮床ダム

孫沢ダム

花川ダム

牛野ダム

鳴瀬川

吉田川

鳴瀬川ダム

凡 例

流域界

河川

大臣管理区間

ダム

【河道領域】

【ダム領域】
吉田川流域

砂防堰堤整備
（T7～現在）

ダム整備
（S55～現在）

文字色の凡例
青：土砂動態を変化
させる主な要因
赤：顕在化している
土砂現象【ダム領域】

鳴瀬川流域

【山地（砂防）領域】

大規模出水
（S61、H23、H27、R1等）

【山地（砂防）領域】

河道掘削
（T11～現在）

砂利採取
（S41～H9）

【海岸領域】

【河口領域】

離岸堤、突堤整備
（S55～H12）

ダム堆砂の進行
（漆沢が多い）

北上川水系・鳴瀬川水系

○鳴瀬川流域の地質は、山形県境一帯に山内層の砂岩が分布し、水源地である船形山一帯には安山岩が、北側には溶結凝灰岩が、環状に広く分布している。

○山地（砂防）領域では、砂防施設の整備が進められており、現在大きな崩壊地は見られない。

○鳴瀬川流域には補助ダムが３基、利水ダムが５基あり、新たに鳴瀬川総合開発事業（鳴瀬川ダム建設・漆沢ダム再開発）が進められている。

○河道領域では、吉田川において河道掘削等の影響により土砂の減少傾向が見られる。

○鳴瀬川河口部では、津波により砂州の消失や土砂の減少が見られたが、砂州の復元工事やその後の洪水を経て回復傾向にある。

○海岸領域では、鳴瀬川河口より東側では、近年は汀線に大きな変化は見られない。西側では、西向きの沿岸漂砂が卓越しており、堆砂が確認できる。

流域図（鳴瀬川流域の特性）

鳴瀬川流域の地質図

嘉太神ダムため池
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⑦ 流域治水の推進
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⑦流域治水の推進 ポイント
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○北上川水系では、国、県、市町等から構成される流域治水協議会（岩手県側：北上川水系
（北上川上流）流域治水協議会、宮城県側：鳴瀬川等・北上川下流等流域治水協議会）を
設置。これまでに、協議会を岩手県側で7回、宮城県側で7回開催し、関係者間の連携を
図りながら、流域治水を推進している。

○令和3年3月に「北上川水系流域治水プロジェクト」を策定し、流域治水の取組を実施。

○令和6年3月には、気候変動の影響により当面の目標としている治水安全度が目減りする
ことを踏まえ、流域治水の取組を加速化、深化させるため、気候変動を踏まえた河川
及び流域での対策方針を反映させた「北上川水系流域治水プロジェクト2.0」を策定。

北上川水系・鳴瀬川水系



流域治水【北上川水系流域治水プロジェクト】
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【岩手県側】｢北上川水系（北上川上流）流域治水協議会｣の開催状況 【宮城県側】「鳴瀬川等・北上川下流等流域治水協議会」の開催状況

協議会構成員主な議題日時

【協議会構成員】
盛岡市、花巻市、北上市、遠野市、
一関市、八幡平市、奥州市、滝沢市、
雫石町、岩手町、紫波町、矢巾町、
西和賀町、金ケ崎町、平泉町

東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社
（第4回～）

東北農政局 北上土地改良調査管理事
務所（第2回～）
東北森林管理局 盛岡森林管理署

（第2回～）
森林研究・整備機構 森林整備セン
ター 東北北海道整備局（第2回～）
気象庁 盛岡地方気象台（第3回～）
岩手県農林水産部（第2回～）
岩手県県土整備部
北上川ダム統合管理事務所
岩手河川国道事務所

流域治水プロジェクトと今後の進め方に
ついて

令和2年9月16日第１回

流域治水プロジェクトとりまとめ案につ
いて
流域治水宣言（案） について

令和3年2月10日第２回

グリーンインフラの取組を追加した流域
治水プロジェクトの公表に向けて

令和3年11月11日第３回

流域治水プロジェクトの更新（案）につ
いて

令和4年3月25日第４回

流域治水プロジェクトのフォローアップ
について

令和5年2月10日第５回

流域治水プロジェクト２．０の公表につ
いて
流域治水の自分事化に向けた取組計画の
公表について

令和6年2月19日第６回

流域治水プロジェクトに関する活動報告
について
流域治水に関する今後の取組について

令和7年2月12日第７回

※鳴瀬川側の協議会構成員は除く

岩手県側（令和7年2月） 宮城県側（令和3年7月（web開催））

北上川水系・鳴瀬川水系

○河川の整備の基本となる洪水の氾濫を防ぐことに加え、氾濫の被害をできるだけ減らすよう河川整備等を図り、さらに、集水域と氾濫域を含む流域全
体のあらゆる関係者が協働して行う総合的かつ多層的な治水対策を推進する。
○北上川水系では、流域治水を計画的に推進するため岩手県側で「北上川水系（北上川上流）流域治水協議会」、宮城県側で「鳴瀬川等・北上川下流等
流域治水協議会」を設立し、令和3年3月に「北上川水系流域治水プロジェクト」を策定。その後、気候変動の影響による降水量の増大に対して、早期
に防災・減災を実現するため、流域のあらゆる関係者による、様々な手法を活用した対策の一層の充実を図り、「北上川水系流域治水プロジェクト
2.0」を令和6年3月に策定。国、県、市町等が連携して「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」、「被害対象を減少させるための対策」、「被害
の軽減、早期の復旧・復興のための対策」を実施していくことで、社会経済被害の最小化を目指す。

協議会構成員主な議題日時

【協議会構成員】※
石巻市、登米市、栗原市、大崎市、涌谷町、
美里町、女川町
宮城県土木部
宮城県農政部
宮城県水産林政部
宮城県北部土木事務所
宮城県北部土木事務所 栗原地域事務所

（第3回～）
宮城県東部土木事務所
宮城県東部土木事務所 登米地域事務所

（第3回～）
宮城県栗原地方ダム総合事務所
宮城県北部地方振興事務所 栗原地域事務所

（第3回～）
宮城県復興・危機管理部（第3回～）
小山田川沿岸土地改良区
登米・気仙沼地域土地改良区連絡協議会
森林整備センター 東北北海道整備局
東日本旅客鉄道株式会社 東北本部

（第6回～）
東北農政局北上土地改良調査管理事務所
東北森林管理局宮城北部森林管理署
気象庁 仙台管区気象台
国土地理院 東北地方測量部
鳴子ダム管理所
北上川下流河川事務所

気候変動を踏まえた「流域治水」
への転換について

令和2年9月18日第１回

流域治水の概要
流域治水取組、課題等についての
意見交換

令和3年1月29日第２回

流域治水に関しての意見交換令和3年7月16日第３回

流域治水プロジェクトの更新案等
について

令和4年3月9日第４回

流域治水に関する取組について令和4年7月29日第５回

流域治水に関する取組について令和5年8月10日第６回

流域治水プロジェクト２．０につ
いて
流域治水の自分事化に向けた取組
計画及びロードマップについて

令和6年3月18日第７回



北上川水系流域治水プロジェクト【位置図】北上川上流
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北上川水系・鳴瀬川水系



北上川水系流域治水プロジェクト【位置図】北上川下流
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北上川水系・鳴瀬川水系
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北上川水系流域治水プロジェクト2.0におけるグリーンインフラの取組 北上川水系・鳴瀬川水系

○流域治水プロジェクトを進めるにあたっては、流域内の自然環境が有する多様な機能（グリーンインフラ）も活用し、治水対策における多自然川づく
りや川を活かしたまちづくり等の取組により、水害リスクの低減に加え、魅力ある地域づくりに取り組んでいる。

R6.3策定



⑦流域治水 ポイント

○鳴瀬川水系では、国、県、市町等から構成する「鳴瀬川等・北上川下流等流域治水協議会」
を令和2年9月に設置し、これまで7回開催し、関係者間で連携を図りながら、流域治水を推進
している。

○令和3年3月には、「鳴瀬川水系流域治水プロジェクト」を策定し、各種取組を実施している。

○令和6年3月には、気候変動の影響により当面の目標としている治水安全度が目減りする
ことを踏まえ、流域治水の取組を加速化、深化させるため、気候変動を踏まえた河川
及び流域での対策方針を反映させた「鳴瀬川水系流域治水プロジェクト2.0」を策定。
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北上川水系・鳴瀬川水系



流域治水【鳴瀬川水系流域治水プロジェクト】

流域治水協議会の開催状況 「鳴瀬川水系流域治水プロジェクト」の内容

事務所、関係機関、関係部局の総動員による流域治水協議会を開催。
実効性のある流域治水の実装を目指しているところ。

鳴瀬川水系吉田川等及び高城川水系高城川等
特定都市河川調印式 77

●グリーンインフラの取組

● 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・土地の水災害リスク情報の充実
（災害リスクの現地表示等、水害伝承の取組促進、ダム堰の効果・操作に関わる
情報の周知、水害リスク空白域の解消、簡易型監視カメラ・危機管理型水位計
の設置、浸水深の低減と浸水時間の短縮（排水箇所カルテの作成） 等）
・避難体制等の強化
（マイ・タイムライン普及促進、「水害リスクライン・洪水キキクル」普及・利
活用促進、「命を守る行動」に繋げる情報発信（ワンコイン浸水センサ設置、
総合防災情報システムの運用）、ｅラーニング教材「大雨の時にどう逃げる」
を活用した防災教育の推進、要配慮者施設避難計画促進等）
・関係者と連携した早期復旧・復興の体制強化
（市町村庁舎等防災拠点の機能確保、治水と農業が連携した河川への流出抑制及
び農地冠水の早期復旧、水防資機材の拡充 等）

● 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・洪水氾濫対策
（河道掘削、堤防整備、遊水地整備、鳴瀬川ダム建設、漆沢ダム再開発、既存砂
防堰堤の機能改良・流木対策、海岸における事業間連携を通じた砂の有効活用検
討、堤防耐力の向上、インフラDX（施策）における河川管理の高度化・効率化（3
次元点群データの活用等） 等）、利水ダム等8ダムにおける事前放流等の実施、
体制構築等）
・内水氾濫対策
（排水機場の増設、能力強化、耐水化、下水道整備（雨水調整池、幹線整備）等
、排水機場群一体管理による効果的な運用（運転調整等）等）、流出抑制対策
・流域の雨水貯留機能の向上
水田貯留（田んぼダムの取組拡大）、森林整備、治山対策、法による貯留機能保
全区域の指定、ため池等の活用 等

● 被害対象を減少させるための対策
・水災害ハザードエリアにおける土地利用や住まい方の工夫
（浸水被害軽減の宅地嵩上げ支援等、適正な土地利用の規制誘導、二線堤の整備
等）
・まちづくりでの活用を視野にした水災害リスク情報の充実
（立地適正化計画で定める防災指針による居住誘導区域内の災害リスク低減、防
災力向上 等）

北上川水系・鳴瀬川水系

○河川の整備の基本となる洪水の氾濫を防ぐことに加え、氾濫の被害をできるだけ減らすよう河川整備等を図り、さらに、集水域と氾濫域を含む流域全体のあ
らゆる関係者が協働して行う総合的かつ多層的な治水対策を推進する。
○鳴瀬川水系では、流域治水を計画的に推進するため「鳴瀬川等・北上川下流等流域治水協議会」を令和2年9月から開催してきており、令和3年3月には鳴瀬川
水系流域治水プロジェクトを策定した。国、県、市町村等が連携して「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」、「被害対象を減少させるための対策」
、「被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策」を実施していくことで、社会経済被害の最小化を目指すこととしている。

出席者議題日時

【協議会構成員】
石巻市、東松島市、大崎市、富谷市、松島町、大和町、
大郷町、大衡村、色麻町、加美町、涌谷町、美里町

宮城県 復興・危機管理部（第3回～）、宮城県 土木部、
宮城県 農政部（第2回～）、宮城県 水産林政部（第2回
～）、宮城県 仙台土木事務所、宮城県 北部土木事務所、
宮城県 東部土木事務所、宮城県 仙台地方ダム総合事務
所、宮城県 大崎地方ダム総合事務所
鶴田川沿岸土地改良区 （第2回～）

東日本旅客鉄道株式会社 執行役員仙台支社（第4回～）

国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センター
東北北海道整備局（第2回～）

農林水産省 東北農政局 北上土地改良調査管理事務所

林野庁 東北森林管理局 宮城北部森林管理署長
（第2回～）
気象庁 仙台管区気象台 気象防災部

国土交通省 国土地理院 東北地方測量部

国土交通省 東北地方整備局 鳴瀬川総合開発工事事務所

国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所

【事務局】
国土交通省 東北地方整備局 北上川下流河川事務所
流域治水課
宮城県 土木部 河川課

・気候変動を踏まえた「流域治水」への転換について令和2年9月18日第1回

・流域治水の概要
・流域治水取組、課題等についての意見交換

令和3年1月29日第2回

・吉田川流域治水シンポジウムについて
・流域治水に関しての意見交換

令和3年7月16日第3回

・流域治水プロジェクトの更新案等について令和4年3月9日第4回

・流域治水に関する取組について
・吉田川流域治水部会（仮称）の設置について
・田んぼダムの手引き

令和4年7月29日第5回

・流域治水に関する取組について令和5年8月10日第6回

・流域治水プロジェクト２．０について
・流域治水の自分事化に向けた取組計画及びロード
マップについて

令和6年3月18日第7回



鳴瀬川水系流域治水プロジェクト【位置図】
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北上川水系・鳴瀬川水系



鳴瀬川水系流域治水プロジェクト2.0におけるグリーンインフラの取組
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北上川水系・鳴瀬川水系

○流域治水プロジェクトを進めるにあたっては、流域内の自然環境が有する多様な機能（グリーンインフラ）も活用し、治水対策における多自然川づく
りや川を活かしたまちづくり等の取組により、水害リスクの低減に加え、魅力ある地域づくりに取り組んでいる。

R6.3策定


